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(57)【要約】
【課題】画面に帯電した静電気を良好に除去することが
できる表示装置を提供する。
【解決手段】表示装置は、第１主表面を含む第１基板４
１１と、第１主表面と対向する第２主表面と、第２主表
面と反対側に位置する第３主表面とを含み、第１基板４
１１と間隔をあけて配置された第２基板４２１と、第１
基板４１１および第２基板４２１の間に位置し、液晶分
子を含む液晶層４３０と、第１基板４１１に形成された
第１電極４１２と、第１電極４１２と協働して、液晶分
子の向きを制御可能な第２電極４１３と、第３主表面に
向けて正イオンおよび負イオンを選択的に吹き付けるイ
オン放出モジュールと、第３主表面の電気的極性を検知
可能な検知部とを備える。上記イオン放出モジュールは
、第３主表面が負極に帯電しているときに第３主表面に
向けて正イオンを吹きつけ、第３主表面が正極に帯電し
ているときに第３主表面に向けて負イオンを放出する。
【選択図】図３７



(2) JP 2012-108224 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１主表面を含む第１基板と、
　前記第１主表面と対向する第２主表面と、前記第２主表面と反対側に位置する第３主表
面とを含み、前記第１基板と間隔をあけて配置された第２基板と、
　前記第１基板および前記第２基板の間に位置し、液晶分子を含む液晶層と、
　前記第１基板に形成された第１電極と、
　前記第１電極と協働して、前記液晶分子の向きを制御可能な第２電極と、
　前記第３主表面に向けて正イオンおよび負イオンを選択的に吹き付けるイオン放出モジ
ュールと、
　前記第３主表面の電気的極性を検知可能な検知部と、
　を備え、
　前記イオン放出モジュールは、検知部が前記第３主表面が負極に帯電していることを検
知したときに前記第３主表面に向けて正イオンを吹きつけ、検知部が前記第３主表面が正
極に帯電していることを検知したときに前記第３主表面に向けて負イオンを放出する、表
示装置。
【請求項２】
　前記第２電極は前記第１基板に形成され、前記第１電極および前記第２電極は互いに間
隔をあけて配置された、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第２基板には、前記液晶層に含まれる不純物イオンを吸着可能な吸着層が形成され
た、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記吸着層は、前記第２主表面を覆うように形成され、
　前記イオン放出モジュールは、前記第３主表面の全面に向けて正イオンおよび負イオン
の少なくとも一方を吹き付け可能とされた、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２基板に形成された第１配向膜をさらに備え、
　前記第１配向膜は、前記第１電極に加えられる電圧と同極の残留電圧を発生する第１残
留電圧膜と、前記第１電極に加えられる電圧と異極の残留電圧を発生する第２残留電圧膜
との少なくとも一方を含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記イオン放出モジュールは、前記第３主表面の全面に向けて正イオンおよび負イオン
の少なくとも一方を吹き付け可能とされた、請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第３主表面には、前記第３主表面を覆うように複数の分割エリアが設定され、
　前記検知部は、前記分割エリアごとに設けられた帯電量検知センサを含み、
　前記イオン放出モジュールは、前記検知部からの出力に基づいて前記分割エリアのうち
、所定の帯電量を超えた対象分割エリアを検知すると、前記対象分割エリアに向けて正イ
オンまたは負イオンを吹き付ける、請求項１から請求項６のいずれかに記載の表示装置。
【請求項８】
　前記イオン放出モジュールは、イオンの吹きつけ方向を調整可能とされた、請求項７に
記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１基板は、前記第１主表面と対向する第４主表面を含み、
　前記第４主表面に向けて光を照射可能なバックライトモジュールをさらに備え、
　前記イオン放出モジュールは、送風機と、イオンを発生可能なイオン発生装置とを含み
、
　前記送風機は、前記バックライトモジュールに向けて空気を送り出す、請求項１から請
求項８のいずれかに記載の表示装置。
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【請求項１０】
　前記バックライトモジュールは、前記第１基板に向けて開口する有底状の筐体と、前記
筐体の底面に配列する複数の光源と、前記筐体の開口部を覆うように配置された光学モジ
ュールと、前記筐体内に設けられ、前記筐体内を複数の区画領域に仕切る仕切部材とを含
み、
　前記区画領域内に設けられた検温部をさらに備え、
　前記イオン放出モジュールは、前記検温部からの出力に基づいて、所定温度以上となっ
た区画領域に向けて空気を供給する、請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記イオン放出モジュールは、前記第３主表面のうち、前記所定温度以上となった前記
区画領域と対向する部分に向けて空気を送る、請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第１基板と、前記第２基板との間に設けられたタッチセンサをさらに備えた、請求
項１から請求項１１のいずれかに記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記イオン放出モジュールは、殺菌作用を有するイオンを発生させ、該イオンは正イオ
ン及び負イオンを含み、
　前記正イオンはＨ＋（Ｈ２Ｏ）ｍ（ｍは任意の自然数）を含み、
　負イオンはＯ２

－（Ｈ２Ｏ）ｎ（ｎは任意の自然数）を含み、正イオンと負イオンとが
反応してＨ２Ｏ２又はＯＨラジカルを生成する請求項１から請求項１２のいずれかに記載
の表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、特に液晶層を有する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から各種の液晶表示装置が提案されており、特開２００３－２８４７６６号公報な
どのように、近年使用者が操作を行う操作パネルを有するタッチ機能付き表示装置などが
着目されている。
【０００３】
　液晶表示装置は、液晶分子含む液晶層と、対向電極および画素電極とを備え、対向電極
および画素電極間に電圧を印加することで液晶分子の配列方向を制御し、画像を表示して
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２８４７６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記のような液晶層を含む表示装置においては、画面に蓄積された帯電電圧に
よって液晶層内の液晶分子の配列が変化する場合がある。液晶分子の配列が乱れると、画
像が乱れてしまう。また、特開２００３－２８４７６６号公報に記載された表示装置にお
いては、画面の帯電電圧を考慮せずに、イオンを画面に吹き付けているため、画面に付着
した静電気を十分に叙電することができない。
【０００６】
　本発明は、上記のような課題に鑑みてなされたものであって、その目的は、画面に帯電
した静電気を良好に除去することができる表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明に係る表示装置は、第１主表面と対向する第２主表面と、第２主表面と反対側に
位置する第３主表面とを含み、第１基板と間隔をあけて配置された第２基板と、第１基板
および第２基板の間に位置し、液晶分子を含む液晶層と、第１基板に形成された第１電極
と、第１電極と協働して、液晶分子の向きを制御可能な第２電極と、第３主表面に向けて
正イオンおよび負イオンを選択的に吹き付けるイオン放出モジュールと、第３主表面の電
気的極性を検知可能な検知部とを備える。
【０００８】
　上記イオン放出モジュールは、検知部が前記第３主表面が負極に帯電していることを検
知したときに前記第３主表面に向けて正イオンを吹きつけ、検知部が前記第３主表面が正
極に帯電していることを検知したときに前記第３主表面に向けて負イオンを放出する。
【０００９】
　好ましくは、上記第２電極は第１基板に形成され、第１電極および第２電極は互いに間
隔をあけて配置される。
【００１０】
　好ましくは、上記第２基板には、液晶層に含まれる不純物イオンを吸着可能な吸着層が
形成される。
【００１１】
　好ましくは、上記イオン放出モジュールは、第３主表面の全面に向けて正イオンおよび
負イオンの少なくとも一方を吹き付け可能とされる。
【００１２】
　好ましくは、上記第２基板に形成された第１配向膜をさらに備える。上記第１配向膜は
、第１電極に加えられる電圧と同極の残留電圧を発生する第１残留電圧膜と、第１電極に
加えられる電圧と異極の残留電圧を発生する第２残留電圧膜との少なくとも一方を含む。
好ましくは、上記第１配向膜は、第２主表面を覆うように形成され、イオン放出モジュー
ルは、第３主表面の全面に向けて正イオンおよび負イオンの少なくとも一方を吹き付け可
能とされる。
【００１３】
　好ましくは、上記第３主表面には、第３主表面を覆うように複数の分割エリアが設定さ
れる。上記検知部は、分割エリアごとに設けられた帯電量検知センサを含む。上記イオン
放出モジュールは、検知部からの出力に基づいて分割エリアのうち、所定の帯電量を超え
た対象分割エリアを検知すると、対象分割エリアに向けて正イオンまたは負イオンを吹き
付ける。
【００１４】
　好ましくは、上記イオン放出モジュールは、イオンの吹きつけ方向を調整可能とされる
。好ましくは、上記第１基板は、第１主表面と対向する第４主表面を含む。上記第４主表
面に向けて光を照射可能なバックライトモジュールをさらに備える。上記イオン放出モジ
ュールは、送風機と、イオンを発生可能なイオン発生装置とを含む。上記送風機は、バッ
クライトモジュールに向けて空気を送り出す。
【００１５】
　好ましくは、上記バックライトモジュールは、第１基板に向けて開口する有底状の筐体
と、筐体の底面に配列する複数の光源と、筐体の開口部を覆うように配置された光学モジ
ュールと、筐体内に設けられ、筐体内を複数の区画領域に仕切る仕切部材とを含む。表示
装置は、区画領域内に設けられた検温部をさらに備える。上記イオン放出モジュールは、
検温部からの出力に基づいて、所定温度以上となった区画領域に向けて空気を供給する。
【００１６】
　好ましくは、上記イオン放出モジュールは、第３主表面のうち、所定温度以上となった
区画領域と対向する部分に向けて空気を送る。好ましくは、上記第１基板と、前記第２基
板との間に設けられたタッチセンサをさらに備える。好ましくは、上記イオン放出モジュ
ールは、殺菌作用を有するイオンを発生させ、該イオンは正イオン及び負イオンを含む。
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上記正イオンはＨ＋（Ｈ２Ｏ）ｍ（ｍは任意の自然数）を含む。上記負イオンは０２
－（

Ｈ２０）ｎ（ｎは任意の自然数）を含み、正イオンと負イオンとが反応してＨ２Ｏ２又は
ＯＨラジカルを生成する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る表示装置によれば、画面に帯電した静電気を良好に除去することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】液晶表示装置を備えたインフォメーションディスプレイ１の斜視図である。
【図２】液晶表示装置２の分解斜視図である。
【図３】液晶表示装置２の側断面図である。
【図４】裏ベゼル３００およびＬＥＤ３０１を示す斜視図である。
【図５】イオン放出モジュール１０の詳細を示す断面図である。
【図６】液晶表示装置２の一部を模式的に示す正面図である。
【図７】液晶表示装置２の一部を模式的に示す正面図である。
【図８】表示パネル７の回路図を模式的に示した回路図である。
【図９】対向基板１５０側から表示パネル７の一部を平面視した平面図である。
【図１０】アクティブマトリックス基板１２０に形成された出力用素子１１７などを示す
平面図である。
【図１１】図９のＸＩ－ＸＩ線における断面を模式的に示す断面図である。
【図１２】図９に示すＸＩＩ－ＸＩＩ線における断面図である。
【図１３】対向基板１５０が押圧されたときの表示パネル７の断面図である。
【図１４】上部電極１７１が上層絶縁層１３６と接触する領域を模式的に示す平面図であ
る。
【図１５】本実施の形態に係る圧力センサ１１８の特性と、他の例としての圧力センサの
特性とを比較するグラフである。
【図１６】他の例としての圧力センサを備えた表示装置を示す断面図である。
【図１７】イオン発生装置を模式的に示す斜視図である。
【図１８】イオン発生装置を模式的に示す模式図である。
【図１９】電極２０２，２０３に印加する電圧パルスを模式的に示すグラフである。
【図２０】液晶表示装置を模式的に示す正面図である。
【図２１】制御部９の制御フローを示すフロー図である。
【図２２】分割エリア５０Ａを洗浄しているときにおける液晶表示装置を模式的に示す正
面図である。
【図２３】イオン放出モジュール１０の変形例を示す断面図である。
【図２４】図２３に示すイオン放出モジュール１０を示す正面図である。
【図２５】本実施の形態２に係る液晶表示装置２を模式的に示す正面図である。
【図２６】放出ユニット２５０を示す断面図である。
【図２７】放出ユニット２５０を示す断面図である。
【図２８】画面６ａの全面に向けてイオンを吹き付けているときの状態を示す放出ユニッ
トの正面図である。
【図２９】特定の領域を殺菌するときにおける放出ユニットを示す正面図である。
【図３０】本実施の形態３に係る液晶表示装置２を模式的に示す正面図である。
【図３１】図３０に示す液晶表示装置２の断面図である。
【図３２】裏ベゼル３００の斜視図である。
【図３３】裏ベゼル３００およびＬＥＤモジュール３１０を示す平面図である。
【図３４】ＬＥＤモジュール３１０の斜視図である。
【図３５】制御部９のフロー図である。
【図３６】液晶表示装置を模式的に示す正面図である。
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【図３７】表示パネル７を模式的に示す断面図である。
【図３８】アクティブマトリックス基板４１０を平面視したときにおいて、画素電極４１
２および共通電極４１３を模式的に示す平面図である。
【図３９】吸着バリア層４２４および垂直配向膜４２５の構造を模式的に示す断面図であ
る。
【図４０】本実施の形態に係る液晶表示装置２に設けられた表示パネル７の断面図である
。
【図４１】アクティブマトリックス基板７３１を模式的に示す平面図である。
【図４２】従来の表示パネルの対向電極７０４、液晶層７３３および画素電極７０５を模
式的に示す模式図である。
【図４３】画素電極に印加される電圧を示すグラフである。
【図４４】画素電極に印加される電圧のグラフである。
【図４５】本実施の形態６に係る液晶表示装置２の断面図である。
【図４６】ファン５００およびその周囲の構成を示す断面図である。
【図４７】本実施の形態７に係るインフォメーションディスプレイ１を示す斜視図である
。
【図４８】液晶表示装置２の一部を示す平面図である。
【図４９】制御部９の制御フローを示すフロー図である。
【図５０】制御フローの変形例を示すフロー図である。
【図５１】制御部９の制御フローの第２変形例を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１から図５１を用いて、本発明に係る表示装置について説明する。なお、以下に説明
する実施の形態において、個数、量、位置などに言及する場合、特に記載がある場合を除
き、本発明の範囲は必ずしもその個数、量、位置などに限定されない。また、以下の実施
の形態において、各々の構成要素は、特に記載がある場合を除き、本発明にとって必ずし
も必須のものではない。また、以下に複数の実施の形態が存在する場合、特に記載がある
場合を除き、各々の実施の形態の特徴部分を適宜組合わせることは、当初から予定されて
いる。
【００２０】
　（実施の形態１）
　図１は、液晶表示装置を備えたインフォメーションディスプレイ１の斜視図である。こ
の図１に示すように、インフォメーションディスプレイ１は、液晶表示装置２と、液晶表
示装置２を支持する土台部３とを備える。図２は、液晶表示装置２の分解斜視図である。
本実施の形態に係る液晶表示装置２は、タッチ機能を有している。そして、液晶表示装置
２に搭載された制御部は、画面に複数の分割領域を設定し、使用者のタッチ回数が所定回
数を超えた分割領域に向けてイオンを吹き付けることで、短時間でかつ効率的に画面の清
浄化を図る。
【００２１】
　そこで、液晶表示装置２の構成について詳細に説明する。図２に示すように、液晶表示
装置２は、前面カバー４と、背面カバー５と、前面カバー４および背面カバー５の間に配
置され、画面６ａを有する液晶表示モジュール６と、前面カバー４に設けられた人感セン
サ１１とを備える。
【００２２】
　前面カバー４は、枠状に形成されており、画面６ａを外部から観察可能なように窓部が
形成されている。背面カバー５は有底状に形成されており、液晶表示モジュール６を受け
入れ可能とされている。
【００２３】
　液晶表示モジュール６は、表示パネル７と、表示パネル７に光を照射するバックライト
モジュール８と、バックライトモジュール８および表示パネル７の駆動を制御する制御部
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９と、画面６ａに向けてイオンを吹き付けるイオン放出モジュール１０とを備える。バッ
クライトモジュール８は、表示パネル７よりも背面カバー５側に位置している。表示パネ
ル７は、略直方体形状とされており、画面６ａは長方形形状となっている。
【００２４】
　人感センサ１１は、前面カバー４の下辺に設けられており、表示パネル７の周囲に人が
いるか否かを検知することができる。人感センサ１１は、人間の所在を検知するためのセ
ンサであり、赤外線、超音波、可視光などを利用することで人を検知することができる。
【００２５】
　図３は、液晶表示装置２の側断面図である。この図３に示すように、表示パネル７は、
偏光板２０と、偏光板２０よりも正面側に位置するアクティブマトリックス基板１２０と
、アクティブマトリックス基板１２０より正面側に配置された液晶層１３０と、液晶層１
３０より正面側に配置された対向基板１５０と、対向基板１５０より正面側に配置された
偏光板２１と、表ベゼル３０と、押え部材３１とを含む。
【００２６】
　偏光板２０は、バックライトモジュール８から照射される光から一方向に振動する振動
成分を取り出す。
【００２７】
　アクティブマトリックス基板１２０は、ガラス基板と、対向基板１５０と対向するガラ
ス基板の主表面に形成された複数のＴＦＴトランジスタと、画素電極とを含む。
【００２８】
　対向基板１５０は、ガラス基板と、ガラス基板に形成されたカラーフィルタと、対向電
極と、配向膜とを含む。液晶層１３０は、アクティブマトリックス基板１２０と対向基板
１５０との間に封入されており、液晶層１３０内には、複数の液晶分子が存在する。
【００２９】
　偏光板２１は、偏光板２０を通過した振動成分と直交する方向の振動成分が通過可能な
ように形成されている。
【００３０】
　前面カバー４は、偏光板２１の正面側の主表面の外周縁部を覆っている。偏光板２１の
主表面のうち、前面カバー４の窓部４ａから露出する部分が画面６ａであり、画像が表示
される表示領域である。その一方で、偏光板２１の主表面のうち、前面カバー４によって
覆われている部分は、非表示領域である。
【００３１】
　押え部材３１と表ベゼル３０とは、偏光板２０、アクティブマトリックス基板１２０、
液晶層１３０、対向基板１５０、および偏光板２１を挟み込み、各部材を固定している。
表ベゼル３０と押え部材３１とは、互いにビスやボルトなどの固定部材３２によって固定
されている。
【００３２】
　表示パネル７は、タッチセンサを備えており、使用者が画面６ａのどの位置をタッチし
たかを検知可能なタッチセンサを内蔵しているが、このタッチセンサの構造を含め、アク
ティブマトリックス基板１２０や対向基板１５０の具体的な構成やその駆動状態について
は後述する。バックライトモジュール８は、有底状の裏ベゼル３００と、裏ベゼル３００
の底面に配置された複数のＬＥＤ(Light Emitting Diode)３０１と、裏ベゼル３００の開
口部を覆うように配置された積層シート群３０２とを含む。
【００３３】
　裏ベゼル３００は、図示されない固定部材によって表ベゼル３０に固定されている。複
数のＬＥＤ３０１は、図４に示すように、裏ベゼル３００の底面にアレイ状に配置されて
いる。図３において、ＬＥＤ３０１は、積層シート群３０２に向けて光を照射している。
積層シート群３０２は、拡散シート３０３と、拡散シート３０３よりも正面側に配置され
た複数のプリズムシート３０４とを含む。
【００３４】



(8) JP 2012-108224 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

　積層シート群３０２は、裏ベゼル３００と押え部材３１とによって挟み込まれることで
固定されている。
【００３５】
　押え部材３１は、表示パネル７とバックライトモジュール８との間に入り込み、表示パ
ネル７とバックライトモジュール８との間に隙間を形成している。表示パネル７とバック
ライトモジュール８とが仮に接触すると、ニュートンリングが形成される。そこで、偏光
板２０と、プリズムシート３０４との間には、たとえば、２ｍｍ程度の隙間が形成されて
いる。図５は、イオン放出モジュール１０の詳細を示す断面図である。この図５に示すよ
うに、イオン放出モジュール１０は、ファン５００と、背面カバー５に形成された吸気口
５０１に接続され、ファン５００に外気を供給する吸気管５０２と、ファン５００の周囲
の空気の流れを整流する整流板５０３とを備える。
【００３６】
　さらに、イオン放出モジュール１０は、ファン５００からの空気を画面６ａに向けて吹
き付ける送風管５１０と、送風管５１０内に設けられたイオン発生装置５２０と、送風管
５１０の送風口５１１から画面６ａに向けて吹出される空気の送風方向を調整する調整機
構５３０とを備える。
【００３７】
　ファン５００としては、たとえば、貫流ファンなどが採用されており、円柱状に形成さ
れている。ファン５００の周面には、複数のフィンが設けられている。
【００３８】
　吸気管５０２内には、フィルタ５０４が配置されている。整流板５０３には、取込口５
０５が形成されており、ファン５００が回転することで、吸気口５０１から取り込まれた
外気は、取込口５０５を通ってファン５００に達する。
【００３９】
　整流板５０３は、ファン５００の周囲の空気の流れを整流し、ファン５００から吹出さ
れた空気を送風管５１０に案内する。
【００４０】
　イオン発生装置５２０は、正イオンおよび負イオンを選択的に発生可能な装置であって
、発生させたイオンは、ファン５００からの空気流に乗って、送風管５１０内を流れる。
【００４１】
　イオンを含んだ空気は、送風口５１１から画面６ａに向けて吹き付けられる。
　調整機構５３０は、複数の第１ルーバ５４０と、第１ルーバ５４０の向きを調整するル
ーバ調整機構５６０とを含む。
【００４２】
　図６は、液晶表示装置２の一部を模式的に示す正面図であって、前面カバー４および整
流板５０３を取り外し、背面カバー５、表ベゼル３０の一部を省略した図である。
【００４３】
　この図６に示すように、第１ルーバ５４０は、表ベゼル３０の下辺部に配置されている
。第１ルーバ５４０は、背面カバー５の下辺部に沿って配列する複数の分割ルーバ５５０
，５５１，５５２を含む。各分割ルーバ５５０，５５１，５５２は、各々複数のフィン５
４１を含む。
【００４４】
　ルーバ調整機構５６０は、複数のスライドバ５６１，５６２，５６３と、各スライドバ
５６１，５６２，５６３を背面カバー５の下辺部に沿ってスライド移動させるスライド機
構５６４とを含む。
【００４５】
　スライドバ５６１は、分割ルーバ５５０のフィン５４１に接続されており、スライドバ
５６２は、分割ルーバ５５１のフィン５４１に接続されている。スライドバ５６３は、分
割ルーバ５５２のフィン５４１に接続されている。
【００４６】
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　図５において、各フィン５４１は、軸部５４２を中心に回転可能に設けられている。フ
ィン５４１は、当該フィン５４１に接続されたスライドバ５６１，５６２，５６３がスラ
イド移動することで、軸部５４２を中心として回転する。
【００４７】
　このため、図６において、たとえば、スライドバ５６１がスライド移動することで、ス
ライドバ５６１に接続された分割ルーバ５５０のフィン５４１が回転し、分割ルーバ５５
０を通る空気の送風方向が変更される。
【００４８】
　同様に、スライドバ５６２がスライド移動することで、分割ルーバ５５１のフィン５４
１が回転し、分割ルーバ５５１を通る空気の送風方向が変更される。スライドバ５６３が
スライド移動することで、分割ルーバ５５２のフィン５４１が回転し、分割ルーバ５５２
を通る空気の送風方向が変更される。
【００４９】
　各フィン５４１は、表ベゼル３０の下辺部に間隔をあけて複数配列しており、フィン５
４１の間には、イオン発生装置５２０が配置されている。
【００５０】
　イオン発生装置５２０は、正イオンおよび負イオンを発生させる。イオン発生装置５２
０で発生したイオンは、ファン５００からの空気と共に、画面６ａに向けて送り出される
。
【００５１】
　図６に示す状態においては、分割ルーバ５５０、５５１，５５２は、空気およびイオン
を表示パネル７の幅方向中央部に向けて案内している。
【００５２】
　また、図７に示すように、イオン放出モジュール１０は、全てのフィン５４１を一様に
上方に向けることで、画面６ａの全面に均一に、空気およびイオンを案内することができ
る。
【００５３】
　図８から図１６を用いて、タッチ機能を有する表示パネル７の構成について、説明する
。図８は、表示パネル７の回路図を模式的に示した回路図である。この図８に示すように
、表示パネル７は、アレイ状に配置された複数の画素１１０を備え、画素１１０は、複数
のＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）素子１１５と、このＴＦＴ素子１
１５に接続された画素電極１１４とを備える。
【００５４】
　表示パネル７は、第１方向に延びると共に、第２方向に間隔をあけて複数配置されたゲ
ート配線１１２およびセンサ用ゲート配線１１３と、第２方向に延びると共に第１方向に
間隔をあけて配置された複数のソース配線１１１とを備える。
【００５５】
　各ゲート配線１１２は、ゲートドライバ１０２に接続され、各ソース配線１１１は、ソ
ースドライバ１０１に接続されている。センサ用ゲート配線１１３は、隣り合うゲート配
線１１２間に配置され、第１方向に延びており、第２方向に間隔をあけて複数形成されて
いる。各センサ用ゲート配線１１３は、センサドライバ１０３に接続されている。
【００５６】
　ソースドライバ１０１と、ゲートドライバ１０２と、センサドライバ１０３とは、制御
部９に接続されている。そして、隣り合う２つのゲート配線１１２と、隣り合う２つのソ
ース配線１１１とによって、画素１１０が規定されている。
【００５７】
　画素１１０内には、ＴＦＴ素子１１５、選択用ＴＦＴ素子１１６および圧力検知素子１
１９が配置されている。ＴＦＴ素子１１５のソース電極は、ソース配線１１１に接続され
、ＴＦＴ素子１１５のゲート電極はゲート配線１１２に接続されている。ＴＦＴ素子１１
５のドレイン電極には、画素電極１１４が接続されている。
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【００５８】
　選択用ＴＦＴ素子１１６のソース電極は、ソース配線１１１に接続されており、選択用
ＴＦＴ素子１１６のゲート電極は、センサ用ゲート配線１１３に接続されている。選択用
ＴＦＴ素子１１６のドレイン電極に圧力検知素子１１９が接続されている。
【００５９】
　圧力検知素子１１９は、選択用ＴＦＴ素子１１６のドレイン電極に接続された出力用素
子１１７と、この出力用素子１１７のゲート電極に接続された圧力センサ（圧力検出装置
）１１８とを含む。出力用素子１１７は、選択用ＴＦＴ素子１１６のドレイン電極に接続
されたソース電極と、ソース配線１１１に接続されたドレイン電極と、圧力センサ１１８
の下部電極に接続されたゲート電極とを含む。なお、選択用ＴＦＴ素子１１６のソース電
極が接続されたソース配線１１１は、出力用素子１１７のドレイン電極が接続されたソー
ス配線１１１と隣り合う他のソース配線１１１である。
【００６０】
　ここで、選択用ＴＦＴ素子１１６のＯＮ／ＯＦＦは、時分割で適宜切り替えられ、制御
部９は、選択された選択用ＴＦＴ素子１１６に接続された圧力検知素子１１９からの出力
を検知する。具体的には、圧力検知素子１１９からの電気特性としての電流量を検知する
。
【００６１】
　出力用素子１１７の出力は、出力用素子１１７のゲート電極に印加される電圧によって
変動する。このゲート電極に印加される電圧は、ゲート電極に接続された圧力センサ１１
８の下部電極の電位によって決定される。圧力センサ１１８の下部電極の電位は、もう一
方の上部電極との間の容量によって決定される。上部電極と下部電極との間の容量は、上
部電極が設けられた基板に加えられる押圧力によって変動する。すなわち、制御部９は、
出力用素子１１７からの電流量から基板に加えられる押圧力を検知することができる。
【００６２】
　図９は、対向基板１５０側から表示パネル７の一部を平面視した平面図である。この図
９に示すように、対向基板１５０は、カラーフィルタ基板１５１と、このカラーフィルタ
基板１５１の下面に配置された対向電極１５２とを含む。
【００６３】
　カラーフィルタ基板１５１は、格子状に形成されたブラックマトリックス１５５と、こ
のブラックマトリックス１５５の枠内に形成され、赤色、緑色、青色のそれぞれの色の着
色感材からなる着色層１５３とを含む。なお、１つの画素１１０の上方に１つの着色層１
５３が配置されている。
【００６４】
　対向電極１５２は、たとえば、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide：インジウム酸化スズ）から
形成された透明電極である。
【００６５】
　図１０は、対向基板１５０下に位置するアクティブマトリックス基板１２０の平面図で
あり、この図１０および上記図９において、ソース配線１１１およびゲート配線１１２は
、ブラックマトリックス１５５下に位置している。そして、選択用ＴＦＴ素子１１６およ
び圧力検知素子１１９は、画素電極１１４に対してＴＦＴ素子１１５と反対側に配置され
ている。
【００６６】
　この図１０に示すように、選択用ＴＦＴ素子１１６は、半導体層１２３と、半導体層１
２３およびソース配線１１１を接続するソース電極１２１と、センサ用ゲート配線１１３
に接続されたゲート電極１２２と、ドレイン電極１２５とを備える。
【００６７】
　出力用素子１１７のソース電極１８３と、選択用ＴＦＴ素子１１６のドレイン電極１２
５とは、接続配線１２４によって接続されている。なお、本実施の形態においては、選択
用ＴＦＴ素子１１６の半導体層１２３と、出力用素子１１７の半導体層１８０とを切り離
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し、選択用ＴＦＴ素子１１６のドレイン電極１２５と、出力用素子１１７のソース電極１
８３とを接続配線１２４で接続しているが、ドレイン電極１２５とソース電極１８３とを
接続するように半導体層１２３と、半導体層１８０とを一体としてもよい。
【００６８】
　図１１は、図９のＸＩ－ＸＩ線における断面を模式的に示す断面図である。なお、図１
１および後述する図１２、図１３等に示す断面図は、説明の便宜を図るため簡略化した断
面図であり、各図における縦横比等は正確なものではない。
【００６９】
　図１１に示すように、表示パネル７は、アクティブマトリックス基板１２０と、アクテ
ィブマトリックス基板１２０と対向するように間隔をあけて配置された対向基板１５０と
、対向基板１５０およびアクティブマトリックス基板１２０の間に充填された液晶層（表
示媒体層）１３０とを備える。なお、アクティブマトリックス基板１２０と対向基板１５
０の間には、アクティブマトリックス基板１２０および対向基板１５０の間隔を所定の間
隔に維持するスペーサ１６１が形成されている。
【００７０】
　なお、図１１には、上記２つの偏光板２０，２２は、図示されていない。
　対向基板１５０は、主表面を有するガラス基板１５６と、ガラス基板１５６の主表面に
形成されたカラーフィルタ基板１５１と、このカラーフィルタ基板１５１下に形成された
対向電極１５２とを含む。
【００７１】
　アクティブマトリックス基板１２０は、主表面（第１主表面）を有するガラス基板（第
１基板）１４０と、ガラス基板１４０の上方に位置する画素電極１１４とを含み、このガ
ラス基板１４０の主表面上にはＴＦＴ素子（スイッチング素子）１１５が形成されている
。
【００７２】
　ガラス基板１４０の主表面上には、シリコン酸化層（ＳｉＯ2層）、シリコン窒化層（
ＳｉＮ）、およびシリコン酸窒化層（ＳｉＮＯ層）等の絶縁層から形成された下地層１３
１が形成されている。この下地層１３１の膜厚は、たとえば、０ｎｍ以上５００ｎｍ以下
とされ、好ましくは、０ｎｍ以上４００ｎｍ以下とされる。
【００７３】
　ＴＦＴ素子１１５は、下地層１３１の上面上に形成された半導体層１３２と、この半導
体層１３２を覆うように形成されたゲート絶縁層１３３と、ゲート絶縁層１３３の上面上
に形成されたゲート電極１３４と、半導体層１３２に接続されたドレイン電極１３７およ
びソース電極１３８とを含む。
【００７４】
　ゲート電極１３４は、ゲート絶縁層１３３の上面上であって、半導体層１３２の上方に
位置している。ドレイン電極１３７は、ゲート電極１３４と間隔をあけて配置されている
。ソース電極１３８は、ゲート電極１３４に対してドレイン電極１３７と反対側に位置し
ている。ソース電極１３８は、ソース配線１１１に接続されており、ドレイン電極１３７
は、画素電極１１４に接続されている。
【００７５】
　ゲート電極１３４に所定の電圧が印加されることで、ＴＦＴ素子１１５がＯＮとなり、
ソース配線１１１およびソース電極１３８に所定の電圧が印加されることで、ドレイン電
極１３７および画素電極１１４に所定の電圧が印加される。
【００７６】
　画素電極１１４に印加される電圧をＴＦＴ素子１１５が切り替えることで、画素電極１
１４と、対向電極１５２との間に位置する液晶層１３０内の液晶分子の向きを制御する。
液晶分子の向きを切り替えることで、バックライトユニットからの光が対向基板１５０の
上面に配置された偏光板を通過する状態と対向基板１５０の上面に配置された偏光板によ
って遮光される状態とが切り替えられる。
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【００７７】
　半導体層１３２は、たとえば、連続粒界結晶シリコン膜等が採用されており、半導体層
１３２の膜厚は、たとえば、２０ｎｍ以上２００ｎｍ以下とされる。なお、半導体層１３
２の膜厚は、好ましくは、３０ｎｍ以上７０ｎｍ以下程度とされる。
【００７８】
　ゲート絶縁層１３３は、たとえば、ＳｉＯ2、ＳｉＮ、ＳｉＮＯ等の絶縁層から形成さ
れている。ゲート絶縁層１３３の膜厚は、たとえば、２０ｎｍ以上２００ｎｍ以下とされ
、好ましくは、５０ｎｍ以上１２０ｎｍ以下とされる。
【００７９】
　ゲート電極１３４は、たとえば、タングステン（Ｗ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔ
ｉ）、モリブデン（Ｍｏ）等の金属層、または、これらを含む合金、または、タングステ
ン（Ｗ）、タンタル（Ｔａ）、チタン（Ｔｉ）、モリブデン（Ｍｏ）等の元素を含む化合
物等から形成された導電層とされている。ゲート電極１３４の膜厚は、たとえば、５０ｎ
ｍ以上６００ｎｍ以下とされ、ゲート電極１３４の膜厚は、好ましくは、１００ｎｍ以上
５００ｎｍ以下とされる。
【００８０】
　ゲート電極１３４を覆うように、ゲート絶縁層１３３の上面上には、層間絶縁層１３５
が形成されている。層間絶縁層１３５は、たとえば、ＳｉＯ2、ＳｉＮ、およびＳｉＮＯ
等の絶縁層から形成されている。層間絶縁層１３５の膜厚は、たとえば、１００ｎｍ以上
１０００ｎｍ以下とされ、層間絶縁層１３５の膜厚は、好ましくは、１００ｎｍ以上７０
０ｎｍ以下とされる。
【００８１】
　ソース配線１１１は、層間絶縁層１３５の上面上に位置しており、ソース電極１３８は
ソース配線１１１に接続されている。ドレイン電極１３７も、層間絶縁層１３５の上面に
達するように形成されている。
【００８２】
　ソース配線１１１、ソース電極１３８およびドレイン電極１３７は、たとえば、アルミ
ニウム（Ａｌ）、銅（Ｃｕ）、金（Ａｕ）、チタン（Ｔｉ）等の金属層または、これらの
金属層を順次積層して形成された積層金属層としてもよい。これらソース配線１１１等の
膜厚は、たとえば、３００ｎｍ以上１０００ｎｍ以下とされ、ソース配線１１１等の膜厚
は、好ましくは、４００ｎｍ以上８００ｎｍ以下とされる。
【００８３】
　層間絶縁層１３５の上面上には、ソース配線１１１を覆うように、上層絶縁層１３６が
形成されている。上層絶縁層１３６は、ＳｉＯ2、ＳｉＮ、およびＳｉＮＯ等の絶縁層か
ら形成されている。上層絶縁層１３６の膜厚は、たとえば、５０ｎｍ以上５００ｎｍ以下
とされ、上層絶縁層１３６の膜厚は、好ましくは、５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下とされる
。
【００８４】
　画素電極１１４は、上層絶縁層１３６の上面上に形成されている。画素電極１１４は、
ＩＴＯ等の透明導電層から形成されている。
【００８５】
　図１２は、図９に示すＸＩＩ－ＸＩＩ線における断面図である。この図１２に示すよう
に、ガラス基板１４０の主表面上には、下地層１３１が形成されており、この下地層１３
１の上面上に出力用素子１１７が形成されている。
【００８６】
　出力用素子１１７は、下地層１３１上に形成された半導体層１８０と、半導体層１８０
を覆うように形成されたゲート絶縁層１３３と、ゲート絶縁層１３３の上面のうち、半導
体層１８０の上方に位置する部分に形成されたゲート電極１８１と、半導体層１８０に接
続されたソース電極１８３およびドレイン電極１８２とを備える。
【００８７】
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　ソース電極１８３は、ゲート電極１８１と間隔をあけて配置され、ドレイン電極１８２
は、ゲート電極１８１に対してソース電極１８３と反対側に配置されている。
【００８８】
　層間絶縁層１３５は、ゲート電極１８１を覆うようにゲート絶縁層１３３の上面上に形
成されている。
【００８９】
　ドレイン電極１８２は、ゲート絶縁層１３３、層間絶縁層１３５を貫通し、層間絶縁層
１３５の上面に形成されたソース配線１１１に接続されている。ソース電極１８３も、ゲ
ート絶縁層１３３および層間絶縁層１３５を貫通し、層間絶縁層１３５の上面に達するよ
うに形成されている。
【００９０】
　層間絶縁層１３５の上面には、下部電極１７２および接続配線１２４が形成されている
。接続配線１２４は、図１０に示す選択用ＴＦＴ素子１１６のドレイン電極１２５に接続
されている。下部電極１７２は、コンタクト１８４によって、ゲート電極１８１に接続さ
れている。このため、ゲート電極１８１に印加される電圧は、下部電極１７２の電位によ
って決定される。
【００９１】
　下部電極１７２上には、上層絶縁層１３６が形成されている。下部電極１７２は、平坦
面状に形成されている。上層絶縁層１３６のうち、少なくとも下部電極１７２上に位置す
る部分は、下部電極１７２の上面に沿って、平坦面状に形成されている。
【００９２】
　圧力センサ（圧力検出装置）１１８は、上記下部電極１７２と、この下部電極１７２の
上方に位置する上部電極１７１とを含む。
【００９３】
　本実施の形態においては、上部電極１７１は、対向基板１５０に形成されており、上部
電極１７１は、カラーフィルタ基板１５１の下側に形成された突起部１７０と、この突起
部１７０の表面を覆うように形成された対向電極１５２とによって形成されている。
【００９４】
　突起部１７０は、たとえば、アクリル樹脂や可塑性樹脂などの弾性変形可能な材料で形
成されている。突起部１７０をの弾性変形可能な導電性樹脂で形成してもよい。
【００９５】
　突起部１７０の高さは、たとえば、１μｍ以上１０μｍ以下とする。突起部１７０の高
さは、好ましくは、１．５μｍ以上５μｍ以下とする。
【００９６】
　この図１２に示す例においては、対向電極１５２のうち、突起部１７０の頂点部に位置
する部分が、上層絶縁層１３６に接触している。
【００９７】
　本実施の形態においては、突起部１７０は、突出方向に対して垂直な断面では、円形状
となるように形成され、突起部１７０の表面は、滑らかな湾曲面状とされている。さらに
、図９に示すように、突起部１７０は、間隔をあけて複数形成されている。
【００９８】
　突起部１７０の形状としては、上記のような形状に限られない。たとえ、複数の圧力セ
ンサ１１８の下部電極１７２に亘って延びるように突起部１７０を形成してもよい。また
、突起部１７０の形状としては、断面形状が円形形状のものに限られず、さらに、外表面
がなめらかな湾曲面に限られない。
【００９９】
　図１３は、対向基板１５０が押圧されたときの表示パネル７の断面図である。この図１
３に示すように、ペンや人の指によって押圧されると、対向基板１５０のうち、押圧され
た部分およびその近傍がたわむ。
【０１００】
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　ガラス基板１５６がたわむことで、上部電極１７１が下部電極１７２に近づく。上部電
極１７１が下部電極１７２に近づくことで、上部電極１７１が上層絶縁層１３６に押圧さ
れ、突起部１７０が弾性変形し、上部電極１７１が下部電極１７２に沿って変形する。
【０１０１】
　図１４は、上部電極１７１が上層絶縁層１３６と接触する領域を模式的に示す平面図で
ある。この図７において、領域Ｒ１は、図１４中の破線によって囲われた領域であり、領
域Ｒ２は、実線で囲われた領域である。領域Ｒ１は、対向基板１５０が押圧されていない
状態（初期状態）における上部電極１７１と、上層絶縁層１３６との接触領域を示す。
【０１０２】
　領域Ｒ２は、図１３に示す状態における上部電極１７１と、上層絶縁層１３６との接触
領域を示す。この図７に示すように、上部電極１７１が僅かに変位することで、上部電極
１７１と上層絶縁層１３６の接触面積が非常に大きくなる。
【０１０３】
　上部電極１７１が上層絶縁層１３６と接触した部分では、上部電極１７１と下部電極１
７２とは、いずれも上層絶縁層１３６に接触しており、上部電極１７１と下部電極１７２
と間の間隔は、上層絶縁層１３６の厚み分となる。
【０１０４】
　具体的には、上部電極１７１の表面上に位置する対向電極１５２と、下部電極１７２と
の間の距離が、上層絶縁層１３６の厚み分となる。
【０１０５】
　これにより、図１３に示す状態における上部電極１７１および下部電極１７２によって
規定される容量は、図１２に示す初期状態における上部電極１７１および下部電極１７２
によって規定される容量よりも遥かに大きくなる。
【０１０６】
　図１５は、本実施の形態に係る圧力センサ１１８の特性と、他の例としての圧力センサ
の特性とを比較するグラフである。
【０１０７】
　なお、この図１５に示すグラフにおいて、横軸は、上部電極のストローク量を示し、縦
軸は、上部電極および下部電極間の容量変化率を示す。グラフの実線Ｌ１は、本実施の形
態に係る圧力センサの特性を示し、破線Ｌ２は、他の例の圧力センサの特性を示す。
【０１０８】
　図１６は、他の例としての圧力センサを備えた表示装置を示す断面図である。この図１
６に示す他の例の圧力センサは、本実施の形態に係る圧力センサ１１８と異なり、突起部
１７０を含まない。このため、他の例の圧力センサは、カラーフィルタ基板１５１の下面
に平坦面状に形成された対向電極１５２と、下部電極１７２とを備える。
【０１０９】
　なお、他の例における対向基板１５０と、アクティブマトリックス基板１２０との間の
距離と、本実施の形態における対向基板１５０とアクティブマトリックス基板１２０との
間の距離をいずれも、３．３μｍとする。
【０１１０】
　この他の例において、対向基板１５０が押圧されると、対向電極１５２が下部電極１７
２に向けて近接する。そして、対向電極１５２と下部電極１７２との間の距離が小さくな
ることで、対向電極１５２と下部電極１７２との間の容量が大きくなる。
【０１１１】
　そして、上記図１５に示すように、上部電極の変位量（ストローク量）が小さいときに
は、他の例の圧力センサの容量変動率は、本実施の形態に係る圧力センサ１１８の容量変
動率よりも小さい。
【０１１２】
　他の例に係る圧力センサでは、対向基板１５０に加えられる押圧力が小さいときには、
正確に容量の変動を検知することが困難であり、加えられた圧力を正確に検知することが



(15) JP 2012-108224 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

困難なものとなっている。
【０１１３】
　その一方で、図１５に示すように、本実施の形態に係る圧力センサ１１８においては、
上部電極のストローク量が小さい場合でも、容量変化率が大きいことが分かる。このため
、本実施の形態に係る圧力センサ１１８においては、上部電極のストローク量が小さい場
合でも、図１５に示すゲート電極１８１に印加する電圧を大きく変動させることができる
。これにより、制御部が加えられた押圧力を正確に加えられた押圧力を検知することがで
きる。
【０１１４】
　他の例の圧力センサは、ストローク量が所定値を超えると、急激に容量変化率が大きく
なる。容量が急激に変化する範囲では、上部電極と下部電極との間が僅かに縮んだときで
も、容量が急激に変化する。このため、容量が急激に変化する範囲では、出力用素子のゲ
ート電極に印加される電圧も急激に変化し、出力用素子１１７からの電流量も大きく変動
する。このため、制御部は、正確な押圧力を算出することは困難である。
【０１１５】
　その一方で、本実施の形態に係る圧力センサ１１８は、ストローク量が大きくなっても
、容量変化率は略一定である。このように、本実施の形態に係る圧力センサ１１８におい
ては、容量の変化率が略一定であるので、上部電極および下部電極間の容量から加えられ
た圧力を算出し易く、加えられた圧力を正確に算出することができる。
【０１１６】
　このように、本実施の形態に係る圧力センサ１１８は、下部電極１７２と、この下部電
極１７２から間隔をあけて配置されると共に、下部電極と対向するように配置された上部
電極１７１と、上部電極１７１および下部電極１７２の間に形成された上層絶縁層（絶縁
層）１３６とを備え、上部電極１７１が弾性変形可能な突起部１７０の表面上に形成され
ている。突起部１７０が上層絶縁層１３６と当接し、さらに上層絶縁層１３６に押圧され
ることで、突起部１７０上の対向電極１５２が下部電極１７２に沿うように変形する。そ
して、下部電極１７２と上部電極１７１との間の容量は、所定の大きさで一定の変化率を
保って変化する。このため、出力用素子１１７からの電流量を検知することで、上部電極
１７１および下部電極１７２間の容量を検知することができ、加えられた圧力を正確に算
出することができる。
【０１１７】
　このように、本実施の形態１に係る表示パネル７においては、容量変動を正確に出力す
ることができる圧力センサ１１８を搭載しているため、対向基板１５０が大きく撓まなく
ても、対向基板１５０に加えられた押圧力を正確に算出することができる。これにより、
対向基板１５０のガラス基板１５６の厚さをガラス基板１４０よりも厚く形成したとして
も、加えられた押圧力を算出することができる。このため、対向基板１５０の剛性を高め
ることができる。
【０１１８】
　なお、図１６を用いて、図１３などに示す圧力センサの優位性について説明したが、図
１６に示す圧力センサを除外するものではなく、図１６に示す他の例としての圧力センサ
を採用したとしてもよい。
【０１１９】
　さらに、図１３に示す例においては、圧力センサの上部電極は、対向電極と一体的に形
成されているが、上部電極と対向電極とを別体としてもよい。
【０１２０】
　図１７から図１９を用いて、イオン発生装置５２０について説明する。本実施の形態に
係る液晶表示装置２に搭載されたイオン発生装置５２０は、「殺菌性能」を高めた設定と
、「除電性能」を高めた設定とを切り替え可能とされている。
【０１２１】
　そこで、まず、「殺菌性能」を高めた設定と、「除電性能」を高めた設定とを切り替え
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方法の概要について説明する。
【０１２２】
　イオン発生装置５２０は、正イオンと負イオンとを交互に生成し、生成された正イオン
および負イオンは、ファン５００からの空気の送風方向２０５に沿って流れる。この結果
、正イオンが密な空気領域２０７と、負イオンが密な空気領域２０８とが送風方向２０５
に交互に形成される。イオン発生装置５２０は、空気領域２０７の中心と空気領域２０８
の中心と間の距離Ｌを調整することで、「殺菌性能」を高めた設定と、「除電性能」を高
めた設定とを切り替えている。
【０１２３】
　ここで、「殺菌性能」とは、細菌、ウィルスもしくはアレルゲンに作用して、その活動
もしくは作用を抑制する性能または有害化学物質等を変性させて有害性を抑制する性能を
いい、「除電性能」とは、壁面や衣服等の物体に付着した菌や塵芥を、静電気を除去する
ことによりその物体から離脱させることをいう。また、「殺菌性能を高めた設定」とは、
殺菌性能および除電性能の両性能を有するが、より殺菌性能が高い設定を意味し、「除電
性能を高めた設定」とは、殺菌性能および除電性能の両性能を有するが、より除電性能が
高い設定を意味する。
【０１２４】
　これらの設定間の切り替えは、空気領域２０７と空気領域２０８の配置の距離を変化さ
せることにより行なう。すなわち、空気領域２０７と空気領域２０８の配置の距離に関し
て、殺菌性能を高めた設定における空気領域２０７と空気領域２０８の配置の距離をＬ１
、除電性能を高めた設定における空気領域２０７と空気領域２０８の配置の距離をＬ２と
した場合に、Ｌ１とＬ２とを切り替えることにより殺菌性能を高めた設定と除電性能を高
めた設定とを切り替える。
【０１２５】
　本発明においては、Ｌ１＜Ｌ２となるように空間へイオンを放出することが好ましい。
本発明では、Ｌ１は概して１μｍ～１ｍｍ未満の範囲の値に設定され、Ｌ２は、概して１
ｍｍ～１０００ｍｍの範囲の値に設定される。
【０１２６】
　このように、「殺菌性能」を高めた設定と、「除電性能」を高めた設定とを切り替え可
能とされたイオン発生装置５２０の構成について説明する。
【０１２７】
　イオン発生装置５２０は、アルミナ誘電体２０１と、アルミナ誘電体２０１内に埋め込
まれた電極２０２と、アルミナ誘電体２０１の表面に形成された電極２０３と、電極２０
２および電極２０３に電圧を印加する高圧交流電圧パルス発生部２０４とを含む。
【０１２８】
　高圧交流電圧パルス発生部２０４は、正および負からなる電圧を周期的に交流パルスと
して印加する。印加される電圧および尖頭値電圧は特に限定されるものではないが、本実
施形態においては、電圧は周波数２０ｋＨｚ、尖頭値電圧は正負それぞれ３ｋＶである。
【０１２９】
　電極２０２，２０３に上記のような電圧が印加されることで、電極２０２から正イオン
および負イオンとが、２０Ｈｚの周期で交互に空間に放出される。
【０１３０】
　正イオンとしては、Ｈ+（Ｈ2Ｏ）ｍ、負イオンとしては、Ｏ2-（Ｈ2Ｏ）ｎ（ｍ、ｎは
自然数）を主たる成分として含むイオンを発生するが、一般に放電電極から放出されるイ
オンは、放電電圧と電極構造を調整することによりイオン種を変更することが可能である
。
【０１３１】
　したがって、本明細書中における「正イオン」とは、上記イオンＨ+（Ｈ2Ｏ）ｍだけで
なく、たとえばＨ2Ｏ

+、Ｈ3Ｏ
+、Ｎ2

+、Ｏ2
+、ＣＯ2

+などを含む概念であり、本明細書中
における「負イオン」とは、上記イオンＯ2-（Ｈ2Ｏ）ｎだけでなく、たとえばＯＨ-、Ｈ
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2Ｏ
-、Ｏ3

-、Ｏ2
-、Ｎ2

-、ＮＯ2
-、ＮＯ3

-、ＣＯ2
-、ＣＯ3

-などを含む概念である。
【０１３２】
　このように、殺菌作用を有するイオンは、正イオンとしてＨ+（Ｈ2Ｏ）m、負イオンと
してＯ2

-（Ｈ2Ｏ）nを主体とするイオンを好適に用いることができる。これらのイオンは
、浮遊菌や浮遊ウィルスの表面で化学反応して活性種としてのラジカル［・ＯＨ］又は過
酸化水素［Ｈ2Ｏ2］を生成し、浮遊菌や浮遊ウィルスの表面のタンパク質から水素原子を
引き抜くことにより浮遊菌の殺菌や浮遊ウィルスの不活化が行われる。
【０１３３】
　放出された負イオンおよび正イオンは、それぞれ、ファン５００からの空気の送風方向
２０５に送り出される。
【０１３４】
　その結果、正イオンが密な空気領域２０７と、負イオンが密な空気領域２０８とが周期
的に重ね合わせた状態で順次送り出される。
【０１３５】
　たとえば、「殺菌性能」を高めるときには、電極２０２および電極２０３に印加される
電圧の周波数を２０Ｈｚとする。このとき、正イオンと負イオンとが放出され周期は、２
５μ秒となる。
【０１３６】
　電極２０２，２０３の近傍における空気の流速は、たとえば、１ｍ／秒のときには、正
イオンが密な空気領域２０７と負イオンが密な空気領域２０８との間隔Ｌ１は０．０２５
ｍｍとなる。
【０１３７】
　このように、放電装置が放出する正負イオンにより形成される正イオンが密な空気領域
と負イオンが密な空気領域の配置の距離Ｌ１は、比較的小さいことから空気中でイオンの
結合が急速に進み、イオンすなわち荷電粒子の結合により発生した結合エネルギーあるい
は発生したラジカルのエネルギーが浮遊菌もしくは浮遊菌が付着した塵芥等に作用し、殺
菌もしくは変性作用が大きくなる。
【０１３８】
　次に「除電性能」を高めるときには、電極２０２および電極２０３に印加する周波数を
小さくする。図１９は、電極２０２，２０３に印加する電圧パルスを模式的に示すグラフ
である。
【０１３９】
　この図１９において、「Ａ」は、「殺菌性能」を高めた状態における電圧パルスを示し
、「Ｂ」は、「除電性能」を高めた状態における電圧パルスを示す。
【０１４０】
　このように電極２０２，２０３に印加する電圧の周波数を変更することで、空気領域２
０７および空気領域２０８の間の距離を広げることができ、「除電性能」を高めることが
できる。
【０１４１】
　なお、「除電性能」を高めた設定において、電極２０２および電極２０３に、正の電圧
パルスを供給したり、負の電圧パルスを供給することで、正イオンのみを発生させたり、
負イオンのみを発生させたりすることができる。
【０１４２】
　図２０は、液晶表示装置を模式的に示す正面図であり、図２１は、制御部９の制御フロ
ーを示すフロー図である。
【０１４３】
　上述のように、本実施の形態に係る液晶表示装置２は、画面６ａに向けてイオンを吹き
付けるイオン放出モジュール１０と、イオン放出モジュール１０の駆動を制御する制御部
９と、画面６ａの周囲に人がいるか否かをセンシング可能な人感センサ１１とを備える。
【０１４４】
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　イオン放出モジュール１０は、「除電性能」および「殺菌性能」を切り替え可能なイオ
ン発生装置５２０と、ファン５００と、ファン５００からの空気およびイオンの流れる方
向を制御する第１ルーバ５４０とを含む。
【０１４５】
　制御部９は、液晶表示装置２が駆動しているかを判断する（ＳＴＥＰ１）。液晶表示装
置２が駆動しているときには、タッチ回数が所定回数を超えた対象分割エリアがあるか否
かを判断する（ＳＴＥＰ２）。なお、所定回数とは、適宜変更可能であり、１回であって
もよい。なお、制御部９は、分割エリア５０ごとにタッチ回数を記憶し、所定のタッチ回
数を超えた分割エリア５０を対象分割エリアとする。
【０１４６】
　具体的には、制御部９は、画面６ａに複数の分割エリア５０を設定する。図２０に示す
例においては、画面６ａに１０個の分割エリア５０が設定されているが、分割エリア５０
の設定個数としては、これに限られない。なお、各分割エリア５０には、各々、帯電セン
サ４４０が設けられている。
【０１４７】
　制御部９は、圧力センサ１１８からの出力信号に基づいて、各分割エリア５０ごとにタ
ッチされたタッチ回数を記憶する。
【０１４８】
　制御部９は、タッチ回数が予め設定されたタッチ回数を超えた対象分割エリアを検知す
ると、イオン放出モジュール１０を殺菌駆動させる。なお、タッチ回数を超えた対象分割
エリアがなかったときには、周囲に人がいるのかいないのかを判断する。
【０１４９】
　殺菌駆動においては、制御部９は、タッチ回数が所定回数を超えた対象分割エリアにイ
オンが吹き付けられるように、第１ルーバ５４０を駆動する。
【０１５０】
　たとえば、図２２においては、分割エリア５０Ａのタッチ回数が所定回数を超えた対象
分割エリアとする。この場合には、イオン放出モジュール１０は、各分割ルーバ５５０、
５５１，５５２を分割エリア５０Ａに向ける。さらに、制御部９は、イオン発生装置５２
０を「殺菌性能」を高めた殺菌設定とする。これにより、分割エリア５０Ａが積極的に清
浄化される（ＳＴＥＰ３）。
【０１５１】
　制御部９は、人感センサ１１からの出力に基づいて、液晶表示装置２の周囲に人がいる
かいないを検知する（ＳＴＥＰ４）。
【０１５２】
　制御部９は、人を検知すると、イオン放出モジュール１０の殺菌駆動を停止して、イオ
ン放出モジュール１０を除電駆動させる。
【０１５３】
　除電駆動においては、制御部９は、図２０に示すように、イオンが画面６ａの全面に略
均一に吹き付けられるように、第１ルーバ５４０を駆動する。さらに、制御部９は、イオ
ン発生装置５２０の設定を「除電性能」が高められた設定に切り替える（ＳＴＥＰ５）。
この際、制御部９は、帯電センサ４４０からの出力に基づいて、画面６ａが負極に帯電し
ている場合には、正イオンを画面６ａに供給する。また、画面６ａが正極に帯電している
場合には、負イオンを画面６ａに供給する。
【０１５４】
　これにより、画面６ａの表面に付着した静電気を除去することができ、人の衣服や人が
通ることで巻き上げられる埃等が画面６ａに付着することを抑制することができる。
【０１５５】
　さらに、画面６ａに付着した静電気を除去することで、圧力センサ１１８を誤作動する
ことを抑制することができるが、その詳細については、後述する。
【０１５６】
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　制御部９は、「除電駆動」が所定時間経過するまで、「除電駆動」を継続する（ＳＴＥ
Ｐ６）。
【０１５７】
　制御部９は、「除電駆動」を所定時間、継続した後、「除電駆動」を行う前に、「殺菌
駆動」を行っていたかを判断する（ＳＴＥＰ７）。「除電駆動」前に「殺菌駆動」を行っ
ていなかったときには、上記「ＳＴＥＰ１」に戻る。
【０１５８】
　制御部９は、「除電駆動」前に「殺菌駆動」を行っていた場合には、「殺菌駆動」の駆
動時間のトータル時間が所定時間を越えているかを判断する（ＳＴＥＰ８）。そして、ト
ータル時間が所定時間を越えていない場合には、「殺菌駆動」を行う。
【０１５９】
　そして、「殺菌駆動」のトータル駆動時間が所定時間を越えているときには、上記の
「ＳＴＥＰ１」に戻る。
【０１６０】
　このように、本実施の形態１に係る液晶表示装置２によれば、タッチ回数が所定のタッ
チ回数をこえた分割エリア５０を清浄化することができる。さらに、画面６ａに埃等が付
着することを抑制することができる。また、画面６ａに表示された操作部に向けて積極的
にイオンを吹き付けることで、画面６ａのうち、使用者がタッチする可能性の高い領域を
洗浄することができる。
【０１６１】
　さらに、後述するように、画面６ａに付着した静電気を除去することで、図１２に示す
圧力センサ１１８の誤作動を抑制することができる。
【０１６２】
　図５において、画面６ａに付着する静電気は、画面６ａに均一に分布するケースは少な
く、静電気の分布にもばらつきが生じる。その結果、たとえば、対向電極１５２の位置に
よって、対向電極１５２に蓄積される電荷量に差が生じる。対向電極１５２の位置によっ
て蓄積される電荷量に差が生じると、各下部電極１７２ごとに蓄積される電荷量にも差が
生じる。
【０１６３】
　下部電極１７２ごとに蓄積される電荷量に差が生じると、たとえば、使用者が画面６ａ
をタッチしていなくても、出力用素子１１７にＯＮ電流が流れたり、使用者が画面６ａを
タッチしても、出力用素子１１７にＯＮ電流が流れなかったりする。
【０１６４】
　これに対して、本実施の形態１に係る液晶表示装置２においては、画面６ａに付着した
静電気を除電することができるため、圧力センサ１１８の誤作動を抑制することができる
。さらに、圧力センサ１１８の出力性能にばらつきが生じることも抑制することができ、
対向基板１５０に加えられた圧力を正確に検知することができる。
【０１６５】
　なお、本実施の形態１においては、タッチセンサとして、圧力センサ１１８を搭載した
例について説明したが、タッチセンサとしてはこれに限られない。
【０１６６】
　たとえば、下部電極１７２と、使用者との指との間で生じる容量をセンシングする容量
変動式のタッチセンサにも適用することができる。
【０１６７】
　この容量変動式のタッチセンサにおいても、画面６ａに分布する静電気の分布によって
は、正確に指と下部電極１７２との間の容量変動を検知することができなくなる場合があ
る。そこで、画面６ａに付着した静電気を除電することで、この容量変動式のタッチセン
サであっても、正確に容量変動を検知可能となる。
【０１６８】
　図２３は、イオン放出モジュール１０の変形例を示す断面図である。図２４は、図２３
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に示すイオン放出モジュール１０を示す正面図である。
【０１６９】
　図２３および図２４に示す例においては、イオン放出モジュール１０は、第１ルーバ５
４０とは、別に第２ルーバ５５５を含み、送風管５１０の終端部には、末広部５１２が形
成されている。
【０１７０】
　図２４に示すように、第２ルーバ５５５の両端には、第２ルーバ５５５を回転させるた
めの回転機構５６６が設けられている。
【０１７１】
　第２ルーバ５５５の回転角度を調整することで、ファン５００からの空気およびイオン
発生装置５２０で生成されたイオンの送り出し方向を調整することができる。具体的には
、イオン放出モジュール１０から吹出される空気の送風方向５７０と、画面６ａとのなす
角度を調整することができる。
【０１７２】
　たとえば、画面６ａのうち、イオン放出モジュール１０の吹出口の近傍に位置する領域
に、集中的にイオンを吹き付けたい場合には、図２３に示す送風方向５７０と画面６ａと
の成す角度が大きくなるように第２ルーバ５５５を回転させる。
【０１７３】
　その一方で、画面６ａのうち、イオン放出モジュール１０の吹出口から離れた領域に向
けてイオンや空気を吹き付けたいときには、送風方向５７０と画面６ａとのなす角度が小
さくなるように、第２ルーバ５５５を回転させる。
【０１７４】
　さらに、画面６ａのみならず、液晶表示装置２の周囲の空気の清浄化を積極的に図りた
い場合には第２ルーバ５５５が末広部５１２の内壁面と接触する程度まで第２ルーバ５５
５を回転させる。これにより、イオン発生装置５２０によって生成されたイオンが広い範
囲に亘って広がり、液晶表示装置２の周囲の空気の清浄化をより積極的に図ることができ
る。
【０１７５】
　なお、タッチ回数が所定回数を超えた分割エリア５０に集中的にイオンを吹き付ける場
合について説明したが、画面６ａに表示されるボタンやピクトグラムなどの操作部にイオ
ンを特定の領域に集中的に吹き付けるようにしてもよい。制御部９は、画面６ａに表示す
る画像データを格納しており、表示する操作部の大きさおよび座標位置に関するデータを
有している。そこで、制御部９は、このような画像データに基づき画面６ａに表示するボ
タンなどの操作部に向けて集中的にイオンを吹き付けるように、イオン放出モジュール１
０を駆動するようにしてもよい。
【０１７６】
　（実施の形態２）
　図２５から図２９および適宜図１から図２４を用いて、本実施の形態２に係る液晶表示
装置２について説明する。なお、図２５から図２９に示す構成のうち、上記図１から図２
４に示す構成と同一または相当する構成については、同一の符号を付してその説明を省略
する場合がある。
【０１７７】
　図２５は、本実施の形態２に係る液晶表示装置２を模式的に示す正面図である。この図
２５に示すように、イオン放出モジュール１０は、複数の放出ユニット２５０を含む。
【０１７８】
　放出ユニット２５０は、表ベゼル３０の下辺部に間隔をあけて複数配置されている。図
２６は、放出ユニット２５０を示す断面図である。この図２６に示すように、放出ユニッ
ト２５０は、筒状に形成された放出筒２５１と、放出筒２５１内に設けられた電極２５２
および電極２５３と、放出筒２５１内の空気を圧縮して、放出筒２５１から外部に圧縮空
気を噴出させる空気圧縮装置２５５とを含む。
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【０１７９】
　電極２５２および電極２５３には、所定の周期のパルス電圧が印加され、コロナ放電に
より放出筒２５１内にイオンを発生させる。
【０１８０】
　空気圧縮装置２５５は、放出筒２５１内に移動可能に配置された仕切板２６０と、仕切
板２６０の背面側に配置された磁性体２６２と、仕切板２６０の背面に接続された磁性体
２６２と、仕切板２６０の正面側に配置されたスプリング２６３とを含む。
【０１８１】
　仕切板２６０は、放出筒２５１内の空間をイオン充填室２７０と、駆動室２７１とに区
画するように配置されている。
【０１８２】
　仕切板２６０には、貫通孔２６５および貫通孔２６６が形成されており、貫通孔２６５
には電極２５２が挿入され、貫通孔２６６には電極２５３が挿入されている。電極２５２
および電極２５３の各先端部は、イオン充填室２７０内に位置している。
【０１８３】
　このため、電極２５２および電極２５３によって生成された正イオンおよび負イオンは
、イオン充填室２７０内に充満する。
【０１８４】
　コイル２６１および磁性体２６２は、駆動室２７１内に配置されている。コイル２６１
は、電磁コイルであり、コイル２６１に供給する電流の向きを切り替えることで、コイル
２６１と磁性体２６２との間で生じる吸引力および反発力を切り替えることができる。
【０１８５】
　たとえば、コイル２６１と磁性体２６２とが反発するように、コイル２６１に電流を供
給すると、仕切板２６０は、スプリング２６３からの付勢力に抗して、開口部２５６に近
接する方向に移動する。
【０１８６】
　また、コイル２６１と磁性体２６２とが互いに引き合うように、コイル２６１に電流を
供給することで、仕切板２６０は、開口部２５６から離れるように移動する。
【０１８７】
　この結果、コイル２６１に供給する電流の流れを周期的に切り替えることで、仕切板２
６０は、振動方向２７２に振動する。
【０１８８】
　ここで、図２７に示すように、仕切板２６０が開口部２５６に近接するように移動する
ことで、イオン充填室２７０内の空気は圧縮され、開口部２５６からは圧縮空気が噴出す
る。この際、イオン充填室２７０内には、コロナ放電によって生成されたイオンが充満し
ており、イオン充填室２７０内のイオンも、圧縮空気と共に、開口部２５６から外部に押
し出される。
【０１８９】
　圧縮空気が、開口部２５６から噴出される際には、旋回方向２８０に旋回流が発生する
。この結果、開口部２５６から押し出された空気によって、リング状の空気塊２７５が形
成される。そして、リング状の形状を保った状態で、送風方向５７０に変位していく。
【０１９０】
　この際、電極２５２および電極２５３に供給する電流の周波数と、仕切板２６０の振動
周波数とを同期させることで、開口部２５６から吹出す空気塊２７５内に含有されるイオ
ン種を任意に選択することができる。これにより、たとえば、正イオンを多く含む空気塊
２７５と、負イオンを多く含む空気塊２７５とを交互にふきださせることも可能となる。
【０１９１】
　放出ユニット２５０は、コイル２６１に供給する電流量および電圧を調整することで、
開口部２５６から吹出す空気塊２７５の吹出し速度を調整することができる。
【０１９２】



(22) JP 2012-108224 A 2012.6.7

10

20

30

40

50

　たとえば、コイル２６１に供給する電流量や電圧を高くすると、仕切板２６０の変位速
度を高めることができ、空気塊２７５の吹出し速度を高めることができる。その一方で、
コイル２６１に供給する電流量および電圧を低くすると、空気塊２７５の吹出し速度を高
めることができる。
【０１９３】
　図２８および図２５を用いて、画面６ａに付着した静電気を除去するときについて説明
する。図２８に示すように、放出ユニット２５０Ａおよび放出ユニット２５０Ｂは、各送
風方向５７０が平行となるように配置される。
【０１９４】
　そして、図２７に示すコイル２６１に供給する電流量や電圧は周期的に変動し、空気塊
２７５の吹出し速度は周期的に速くなったり、遅くなったりする。
【０１９５】
　空気塊２７５の吹出し速度が遅いときには、空気塊２７５は、画面６ａの下辺部周辺で
周囲に広がり、空気塊２７５に含まれるイオンも画面６ａの下辺部周辺で広がる。
【０１９６】
　空気塊２７５の吹出し速度が速いときには、空気塊２７５は、画面６ａの上辺部周辺で
周囲に広がり、空気塊２７５に含まれるイオンも画面６ａの上辺部周辺で周囲に広がる。
【０１９７】
　このように、コイル２６１に供給する電流量および電圧を周期的に変動させることで、
画面６ａの全面に略均等にイオンを吹き付けることができる。これにより、画面６ａに付
着した静電気を除電することができる。
【０１９８】
　図２９を用いて、画面６ａの特定の領域を殺菌するときのイオン放出モジュール１０の
駆動について説明する。なお、図２９においては、説明を分かりやすくするために、２つ
の放出ユニット２５０Ａ，２５０Ｂに着目して説明する。
【０１９９】
　図２９に示すように、放出ユニット２５０Ａ，２５０Ｂは、互いの送風方向５７０Ａ，
５７０Ｂが、除菌する対象分割エリアで交差するように配置される。
【０２００】
　さらに、放出ユニット２５０Ａから吹出される空気塊２７５Ａに含まれるイオンの極性
と、放出ユニット２５０Ｂから吹出される空気塊２７５Ｂに含まれるイオンの極性は互い
に異なるように、放出ユニット２５０Ａ，２５０Ｂの電極に電流が供給される。
【０２０１】
　そして、殺菌する領域で空気塊２７５Ａと空気塊２７５Ｂとが互いに混ざり合い、各
空気塊２７５Ａ，２７５Ｂに含まれるイオン同士が結合する。
【０２０２】
　そして、結合エネルギーあるいは発生したラジカルのエネルギーが浮遊菌もしくは浮遊
菌が付着した塵芥等に作用し、画面６ａが殺菌される。
【０２０３】
　ここで、上述のように、放出ユニット２５０Ａおよび放出ユニット２５０Ｂのコイル２
６１に供給する電流量を多くしたり、電圧を高くすることで、空気塊２７５Ａと空気塊２
７５Ｂとが交じり合う位置を２５０Ａ，２５０Ｂから大きく離すことができる。
【０２０４】
　このため、画面６ａが大画面であったとしても、画面６ａの任意の位置を殺菌すること
ができる。
【０２０５】
　（実施の形態３）
　図３０から図３４を用いて、本実施の形態３に係る液晶表示装置２について説明する。
なお、図３０から図３４に示す構成のうち、上記図１から図２９に示す構成と同一または
相当する構成については、同一の符号を付してその説明を省略する場合がある。
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【０２０６】
　図３０は、本実施の形態３に係る液晶表示装置２を模式的に示す正面図である。なお、
この図３０においても、前面カバー４を取り外し、さらに、表ベゼル３０や背面カバー５
の一部を省略している。図３１は、図３０に示す液晶表示装置２の断面図である。
【０２０７】
　ここで、本実施の形態３に係る液晶表示装置２は、画面６ａを含む表示パネル７と、こ
の表示パネル７光を照射するバックライトモジュール８と、イオン放出モジュール１０と
、イオン放出モジュール１０や表示パネル７の駆動を制御する制御部９と、人感センサ１
１とを備える。
【０２０８】
　イオン放出モジュール１０は、ファン５００と、ファン５００からの空気を画面６ａに
案内する送風管５１０と、バックライトモジュール８に案内する送風管６１０と、ファン
５００からの空気の流通経路を切り替える切替装置６２０とを含む。
【０２０９】
　切替装置６２０は、ファン５００からの空気をバックライトモジュール８に選択的に供
給して、バックライトモジュール８の冷却を図る。さらに、切替装置６２０は、人感セン
サ１１が人を検知したときには、ファン５００からの空気を画面６ａに案内する。
【０２１０】
　送風管５１０には、イオン発生装置５２０が設けられており、画面６ａには、イオン発
生装置５２０によって生成されたイオンが吹き付けられる。
【０２１１】
　これにより、本実施の形態３に係る液晶表示装置２においても、上記実施の形態１係る
液晶表示装置２と同様に、画面６ａに埃などの異物が付着することを抑制することができ
、さらに、画面６ａを殺菌洗浄することができる。さらに、周囲の空気の洗浄も図ること
ができる。
【０２１２】
　そこで、バックライトモジュール８をも冷却可能なイオン放出モジュール１０の構成に
ついて詳細に説明する。
【０２１３】
　図３１に示すように、イオン放出モジュール１０は、上述のように、ファン５００から
の空気を切り替える切替装置６２０を含み、切替装置６２０は、送風管５１０の開口部に
設けられた切替弁６２１と、送風管６１０の開口部に設けられた切替弁６２２とを含む。
【０２１４】
　切替弁６２１が開状態となることで、ファン５００からの空気は画面６ａに案内される
。また、切替弁６２２が開状態となることで、ファン５００からの空気は、送風管６１０
に案内される。
【０２１５】
　送風管６１０には裏ベゼル３００に設けられた開口部６３０，６３１，６３２，６３３
が面しており、開口部６３０，６３１，６３２，６３３には、開閉弁６４０，６４１，６
４２，６４３が設けられている。
【０２１６】
　図３２は、裏ベゼル３００の斜視図である。この図３２に示すように、裏ベゼル３００
は、背面壁部６５０と、この背面壁部６５０の外周縁部に形成された周壁部６５１と、裏
ベゼル３００内の空間を複数の区画部６６０に仕切る仕切部材６５２とを含む。
【０２１７】
　この図３２に示すように、区画部６６０は、上下に２列配置されており、上列および下
列は、それぞれ、５つの区画部６６０が配列している。
【０２１８】
　下列に位置する各区画部６６０には、周壁部６５１の下壁部に形成された開口部６３０
と、背面壁部６５０に形成された開口部６３１とが形成されている。各開口部６３０には
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、開閉弁６４０が設けられており、各開口部６３１には、開閉弁６４１が設けられている
。
【０２１９】
　上列に位置する各区画部６６０には、背面壁部６５０に形成された開口部６３２と、周
壁部６５１の上壁部に形成された開口部６３３とが形成されている。
【０２２０】
　このため、開閉弁６４０～６４４の開閉を制御することで、特定の区画部６６０にファ
ン５００から空気を送り込むことができる。
【０２２１】
　ここで、図３２および図３０において、画面６ａに設定された分割エリア５０と、裏ベ
ゼル３００に形成された区画部６６０とは、互いに対向する。たとえば、図３２に示す区
画部６６０Ａの正面側には、図３０に示す分割エリア５０Ａが配置されている。
【０２２２】
　そして、図３３に示すように、各区画部６６０内には、複数のＬＥＤ３０１を有するＬ
ＥＤモジュール３１０が複数配置されている。
【０２２３】
　図３４は、ＬＥＤモジュール３１０の斜視図である。この図３４に示すように、ＬＥＤ
モジュール３１０は、基板３１１と、基板３１１の主表面上に配列する複数のＬＥＤ３０
１と、基板３１１の主表面上に配置された温度センサ３１２とを含む。温度センサ３１２
は、検知した温度情報を制御部９に出力している。
【０２２４】
　図３３において、制御部９は、温度センサ３１２からの出力に基づいて、各区画部６６
０内の温度が所定温度よりも高くなっているか否かを判断する。
【０２２５】
　そして、たとえば、区画部６６０Ａ内の温度が所定温度よりも高いことを検知すると、
区画部６６０Ａにファン５００からの空気が積極的に案内されるように開閉弁６４０～６
４３を駆動すると共に、図３０に示す対象分割エリアとしての分割エリア５０Ａに向けて
ファン５００からの空気が供給されるようにイオン放出モジュール１０を駆動する。
【０２２６】
　制御部９は、区画部６６０Ａにファン５００からの空気を積極的に案内するために、制
御部９は、開閉弁６４３Ａおよび開閉弁６４２を開状態とし、他の開閉弁を閉状態とする
。さらに、図３１において、切替弁６２２を開状態とする。
【０２２７】
　これにより、ファン５００からの空気が、送風管６１０内に入り込む。そして、送風管
６１０内に入り込んだ空気は、図３３に示す区画部６６０Ａの開口部６３２Ａから区画部
６６０Ａ内に入り込む。そして、ファン５００からの空気は、区画部６６０Ａ内を冷却し
た後、開口部６３３Ａから排気される。その後、図３１に示す排気口６４５から外部に排
気される。このようにして、特定の区画部６６０Ａ内の温度が上昇したときには、直ちに
、当該区画部６６０Ａ内の温度を下げることができる。
【０２２８】
　さらに、制御部９は、分割エリア５０Ａに積極的にファン５００からの空気を案内する
ために、図３１に示す切替弁６２１を開状態とすると共に、図３０に示す分割ルーバ５５
０，５５１，５５２を分割エリア５０Ａに向ける。これにより、ファン５００からの空気
は、分割エリア５０Ａに向けて吹き付けられ、分割エリア５０Ａの温度が高くなることを
抑制することができる。
【０２２９】
　このように、表示パネル７の温度が高くなることを抑制することができ、表示パネル７
の液晶を正常に駆動させることができる。
【０２３０】
　さらに、液晶の応答性は温度が上昇したときに不安定になるが、画面側から対象分割エ
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リアを冷却するため、表示パネル７の温度が高くなることを効率的に抑制することができ
、液晶を正常に駆動させることができる。さらに、対象分割エリアに対向する区画部も同
時に冷却するため、さらに効率よい。
【０２３１】
　また、ＬＥＤの輝度変化は温度依存性が高いが、画面側から対象分割エリアを冷却する
ため、ＬＥＤの温度が高くなることを効率的に抑制することができ、ＬＥＤの輝度むらを
効率的に低減させることができる。さらに、対象分割エリアに対向する区画部も同時に冷
却するため、さらに効率よい。液晶パネルとＬＥＤモジュールが近接する薄型の表示装置
で特に効果が顕著となる。
【０２３２】
　その上、対象分割エリア（特定の区画部）を必要な時のみを冷却するので、ファンの駆
動音に起因した騒音の軽減や、ファンの駆動電源の節約にも貢献することができる。
【０２３３】
　さらに、分割エリア５０Ａに空気を吹き付ける際には、イオン発生装置５２０を起動さ
せる。
【０２３４】
　イオン発生装置５２０を起動させることで、画面６ａの清浄化することができると共に
、画面６ａに付着した静電気を除電することができる。また、画面６ａ側からも冷却する
ことができる。
【０２３５】
　さらに、本実施の形態３に係る液晶表示装置２は、人感センサ１１を備えており、液晶
表示装置２の周囲に人がいることを検知すると、図３１に示す切替弁６２１を開状態とし
て、ファン５００からの空気を画面６ａに向けて吹き付ける。この際、イオン発生装置５
２０は、起動し、画面６ａに吹き付けられる空気にイオンを含ませることができる。
【０２３６】
　これにより、画面６ａを除電することができ、画面６ａに埃などの異物が付着すること
を抑制することができる。さらに、画面６ａを除電することで、後述する実施の形態４，
５で説明するように、液晶表示装置２内の液晶分子に画面６ａに付着した静電気が影響を
与えることを抑制することができる。
【０２３７】
　なお、バックライトモジュール８と、表示パネル７との間には、隙間が形成されており
、バックライトモジュール８内に冷却風を供給する際には、表示パネル７とバックライト
モジュール８との間の隙間にも冷却風を供給するようにしてもよい。これにより、表示パ
ネル７を効率的に冷却することができる。
【０２３８】
　なお、本実施の形態に係る制御部９の制御フローについて、図３５を用いて説明する。
所定温度よりも高くなった区画部６６０の有無を検知する（ＳＴＥＰ１）。所定温度より
も高い区画部６６０を検知した場合には、イオン放出モジュール１０は、冷却駆動する。
具体的には、温度が高くなった区画部６６０およびこの区画部６６０Ａと対向する分割エ
リア５０Ａに向けて空気を供給する。
【０２３９】
　制御部９は、人感センサ１１からの出力に基づいて、液晶表示装置２の周囲に人の有無
を判断する。制御部９は、液晶表示装置２の周囲に人の存在を確認すると、画面６ａを除
電するための除電駆動を開始する（ＳＴＥＰ５）。そして、所定時間、除電駆動を継続す
る（ＳＴＥＰ６）。その後、制御部９は、除電駆動前に冷却駆動を行っていたか否かを判
断する（ＳＴＥＰ７）。
【０２４０】
　冷却駆動を行っていた場合には、冷却駆動のトータル駆動時間が一定時間を経過してい
たかを判断する（ＳＴＥＰ８）。そして駆動時間が一定時間を経過していない場合には、
トータル駆動時間が所定時間経過するまで冷却駆動を継続する（ＳＴＥＰ８）。
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【０２４１】
　（実施の形態４）
　図３６から図３９を用いて、本実施の形態４に係る液晶表示装置２について説明する。
なお、図３６および図３９に示す構成のうち、上記図１から図３５に示す構成と同一また
は相当する構成については、同一の符号を付してその説明を省略する。
【０２４２】
　図３６に示すように、本実施の形態４に係る液晶表示装置２も、画面６ａを有する表示
パネル７と、画面６ａに正イオンおよび負イオンを選択的に吹き付け可能なイオン放出モ
ジュール１０と、画面６ａに複数の分割エリア５０を設定する制御部９と、設定された分
割エリア５０ごとに設けられた帯電センサ４４０とを備える。イオン放出モジュール１０
は、調整機構５３０と、イオン発生装置５２０とを備えており、調整機構５３０は、イオ
ンの吹きつけ方向を調整可能な第１ルーバ５４０を含む。このため、イオン放出モジュー
ル１０は、任意の分割エリア５０に向けてイオンを吹きつけ可能であるとともに、画面６
ａの全面に向けてイオンを吹きつけ可能とされている。
【０２４３】
　帯電センサ４４０は、分割エリア５０の表面に付着した静電気によって形成される電界
を検知することで、分割エリア５０の帯電電圧を検知することができる。
【０２４４】
　そして、制御部９は、分割エリア５０の帯電電圧が所定電圧を超えたときには、所定電
圧を超えた分割エリア５０に向けてイオンを吹き付けるように、イオン放出モジュール１
０を駆動する。
【０２４５】
　この際、制御部９は、帯電センサ４４０からの出力値に基づいて、当該分割エリア５０
に正イオンの静電気が付着しているか、負イオンの静電気が付着しているかを検知する。
【０２４６】
　そして、分割エリア５０に負イオンが付着していると判断したときには、当該分割エリ
ア５０に向けて正イオンが吹き付けられるようにイオン放出モジュール１０を駆動する。
その一方で、分割エリア５０に正イオンが付着していると判断したときには、負イオンが
分割エリア５０に吹き付けられるようにイオン放出モジュール１０を駆動する。
【０２４７】
　このように、制御部９がイオン放出モジュール１０を駆動させることで、画面６ａに静
電気が蓄積されることを抑制することができる。
【０２４８】
　特に、画面６ａが大画面のときには、静電気の分布にもばらつきが生じる。そこで、本
実施の形態４に係る液晶表示装置２においては、画面６ａを複数の分割エリア５０に分割
し、各分割エリア５０ごとに帯電電圧を検知し、帯電電圧が所定電圧以上となった分割エ
リア５０に向けて集中的にイオンを吹き付けることで、短時間で帯電電圧を低く抑えるこ
とができる。
【０２４９】
　このように、画面６ａの帯電電圧が高くなることを抑制することで、画面６ａに付着し
た静電気の帯電電圧が液晶表示装置２内の液晶分子に与える影響を小さく抑えることがで
きる。
【０２５０】
　制御部９は、各帯電センサ４４０から出力に基づいて、画面６ａ全面の平均帯電電圧を
算出する。算出した画面６ａの平均帯電電圧の絶対値が所定値よりも大きいときには、イ
オン放出モジュール１０は、画面６ａの全面に向けてイオンを吹き付ける。
【０２５１】
　このように、画面６ａ全面に向けてイオンを吹き付けるときにおいても、イオン放出モ
ジュール１０は、画面６ａが負極に帯電しているときには、正イオンを画面６ａの全面に
ふきつけ、正極に帯電しているときには、負イオンを画面６ａの全面に吹き付ける。これ
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により、画面６ａが帯電することを抑制することができる。これにより、画面６ａに付着
した帯電電圧が液晶表示装置２内の液晶分子に与える影響を小さく抑えることができる。
【０２５２】
　本実施の形態４に係る液晶表示装置２は、所謂横電界方式の液晶表示パネルである。な
お、詳細については、後述するが、この液晶表示パネルは、液晶層に含まれる不純物イオ
ンを吸着する吸着バリア層を備えたＴＢＡ（Transverse Bend Alignment）モードの横電
界方式の表示パネルである。さらに、この液晶表示装置２は、上記実施の形態１と同様に
複数の圧力センサ１１８を備えている。
【０２５３】
　図３７から図３９を用いて、表示パネル７内の構造について説明する。図３７は、表示
パネル７を模式的に示す断面図である。この図３７に示すように、表示パネル７は、アク
ティブマトリックス基板４１０と、このアクティブマトリックス基板４１０のと対向する
主表面を有する対向基板４２０と、対向基板４２０およびアクティブマトリックス基板４
１０の間に封入された液晶層４３０とを含む。
【０２５４】
　アクティブマトリックス基板４１０は、主表面を有する透明基板４１１と、透明基板４
１１の主表面に形成されたＴＦＴトランジスタと、ＴＦＴトランジスタを覆うように形成
された絶縁膜と、この絶縁膜上に形成され、ＴＦＴトランジスタのドレイン電極に接続さ
れた画素電極４１２と、絶縁膜上に形成された共通電極４１３と、画素電極４１２、共通
電極４１３および絶縁膜を覆うように形成された垂直配向膜４１５とを含む。
【０２５５】
　透明基板４１１は、板状のガラス基板などから形成されている。垂直配向膜４１５は、
ポリイミドなどの公知の配向膜材料から形成されている。垂直配向膜４１５には、ラビン
グ処理は施されていない。この垂直配向膜４１５の表面には、ナノオーダの微細突起が複
数形成されており、電圧が印加されていない状態では、液晶分子４３１は、垂直配向膜４
１５に対して垂直となるように配列する。
【０２５６】
　対向基板４２０は、ガラス基板などのガラス基板４２１と、ガラス基板４２１の液晶層
４３０側の主表面に形成されたカラーフィルタ４２３およびブラックマトリックス４２２
と、カラーフィルタ４２３およびブラックマトリックス４２２より液晶層４３０側に形成
された吸着バリア層４２４と、吸着バリア層４２４より液晶層４３０側に形成された垂直
配向膜４２５とを含む。
【０２５７】
　ガラス基板４２１は、液晶層４３０側に位置し、ブラックマトリックス４２２やカラー
フィルタ４２３等が設けられた主表面と、この主表面と反対側に位置し、画面６ａとして
機能する主表面とを有する。なお、画面として機能する画素電極４１２の主表面上には、
偏光板が設けられているが、この図３７においては、偏光板を省略している。
【０２５８】
　ブラックマトリックス４２２は、たとえば、格子状に形成されており、ブラックマトリ
ックス４２２は、複数の窓部を形成している。
【０２５９】
　カラーフィルタ４２３は、たとえば、青色フィルタ部、赤色フィルタ部および緑色フィ
ルタ部などの三色フィルタ、または、さらに黄色フィルタ部を含む４色フィルタであって
もよい。各フィルタ部は、ブラックマトリックス４２２によって形成された窓部に設けら
れている。
【０２６０】
　垂直配向膜４２５も、垂直配向膜４１５と同様に、ポリイミドなどから形成されており
、電圧が印加されていな状態では、液晶分子４３１は、垂直配向膜４２５に対して垂直と
なるように配列する。
【０２６１】
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　吸着バリア層４２４は、液晶層４３０内に含まれる不純物イオンを吸着すると共に、上
記のブラックマトリックス４２２およびカラーフィルタ４２３から不純物イオンが液晶層
４３０に入り込むことを抑制する。吸着バリア層４２４の具体的な構成については、後述
する。
【０２６２】
　図３８は、アクティブマトリックス基板４１０を平面視したときにおいて、画素電極４
１２および共通電極４１３を模式的に示す平面図である。
【０２６３】
　この図３８に示すように、１つの画素領域内において画素電極４１２は櫛歯状に形成さ
れ、共通電極４１３も、櫛歯状に形成されている。画素電極４１２の歯部と共通電極４１
３の歯部とは、互いに交互に配列している。
【０２６４】
　そして、画素電極４１２および共通電極４１３にの間に駆動電圧が加えられることで、
図３７に示すように、隣り合う画素電極４１２および共通電極４１３の間で電界４１４が
生じる。このように、横方向の電界４１４が生じると、この電界４１４の向きに沿って液
晶分子４３１が傾斜する。
【０２６５】
　その一方で、画素電極４１２および共通電極４１３の間に駆動電圧が加えられていない
ときには、液晶分子は、各垂直配向膜４２５および垂直配向膜４１５によって、対向基板
４２０およびアクティブマトリックス基板４１０に対して垂直となるように配列する。
【０２６６】
　このように、本実施の形態４に係る液晶表示装置２は、いわゆる、横電界方式の液晶表
示装置が採用されている。
【０２６７】
　図３９は、吸着バリア層４２４および垂直配向膜４２５の構造を模式的に示す断面図で
ある。吸着バリア層４２４は、液晶層内に含まれる不純物イオン４３２を吸着可能な多孔
質材料から形成されている。たとえば、吸着バリア層４２４は、酸化珪素、酸化アルミニ
ウム等の無機酸化物及びこれらの混合物等を含有する多孔質膜から形成されている。多孔
質膜は比表面積が大きいため、より多くの不純物イオン４３２を吸着することができると
いう点で有利である。また、無機酸化物を用いることで吸着バリア層４２４を通過するガ
ス成分の移動を充分に妨げることができる。
【０２６８】
　吸着バリア層４２４は、たとえば、酸化珪素の一部の酸素を別の元素で置換したＳｉＯ
Ｆ（ＦＳＧ）、ＳｉＯＢ（ＢＳＧ）、ＳｉＯＣや、ＳｉＯ２中にＳｉ－Ｈ結合を含むＨ含
有ポリシロキサン（ＨＳＱ）等のポーラスシリカ膜と呼ばれる材料から形成されている。
これらの材料はＳｉ－Ｏ結合以外の結合を含むことから、分子構造内に間隙を有した多孔
質膜となり、通常のＳｉＯ２よりも比誘電率（ｋ値）が低くなる。より具体的には、通常
のＳｉＯ２のｋ値が４．２であるのに対し、ＦＳＧのｋ値は３．５～３．７程度、ＢＳＧ
のｋ値は３．５程度、ＳｉＯＣのｋ値は２．５～２．８程度、ＨＳＱのｋ値は３．０程度
である。なお、ＳｉＯＣは有機系と無機系との中間的な化合物であり、実体はＳｉ－ＣＨ

３基を多く含むメチル含有ポリシロキサンである。このように、吸着バリア層２４に好適
な酸化珪素は、有機系と無機系との中間的な化合物であってもよい。ＳｉＯＣ膜は、例え
ば、原料ガスとして有機シラン系ガスとＮ２Ｏガス又はＯ２ガスとを用いてプラズマＣＶ
Ｄ法により形成する。有機シラン系ガスとしては、モノメチルシラン（ＳｉＨ３ＣＨ３）
、ジメチルシラン（（ＣＨ３）２ＳｉＨ２）等が用いられる。また、吸着バリア層４２４
が表示領域全面に一続きに配置されることから、表示領域全面に渡って不純物イオン４３
２に起因する表示不良の発生を抑制することができる。また、吸着バリア層２４の面積が
大きくなることで、より多くの不純物イオン４３２を吸着するとともに、ブラックマトリ
ックスやカラーフィルタからのガス成分が液晶層に進入することをより確実に妨げること
ができる。
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【０２６９】
　垂直配向膜４２５は、吸着バリア層３２４の表面形態に追随した大きな表面凹凸を有す
る。したがって、垂直配向膜３２５の表面には深い窪みが形成されている。この深い窪み
に不純物イオン３３２を引き付けることにより、窪みに吸着された不純物イオン４３２が
液晶層４３０に戻ることを抑制することができる。
【０２７０】
　ここで、吸着バリア層４２４として、ＳｉＯ２膜を採用したときについて、不純物イオ
ン４３２の振る舞いについて説明する。
【０２７１】
　吸着バリア層４２４は、陽イオンであるＳｉ（＋）と陰イオンであるＯ２（－）とが電
気的に平衡な状態であるため、吸着バリア層４２４に到達した不純物イオン４３２は、吸
着バリア層４２４を構成する陽イオン又は陰イオンとイオン結合する。
【０２７２】
　このため、不純物イオン４３２は、吸着バリア層４２４に化学吸着することで、吸着バ
リア層４２４に強く引き付けられている。これにより、吸着バリア層４２４に吸着された
不純物イオン４３２が液晶層４３０に戻ることを抑制することができる。また、不純物イ
オン４３２が吸着バリア層４２４に物理吸着された場合であっても、垂直配向膜４２５の
深い窪みに不純物イオン４３２が吸着することで、吸着バリア層４２４に吸着された不純
物イオン４３２が液晶層４３０に戻ることを抑制することができる。このように、吸着バ
リア層４２４内には、複数の不純物イオン４３２が吸着している。
【０２７３】
　ここで、図３６において、液晶表示装置２は、画面６ａに向けてイオンを吹きつけ可能
とされており、画面６ａに静電気が付着することが抑制されている。このため、図３９に
示すように、吸着バリア層４２４に付着した不純物イオン４３２と、画面６ａに付着した
静電気とが反発し、不純物イオン４３２が吸着バリア層４２４から液晶層４３０内に戻る
ことを抑制することができる。
【０２７４】
　特に、制御部９は、分割エリア５０ごとに帯電電圧を検知し、帯電電圧が高い分割エリ
ア５０に向けて積極的にイオンが吹き付けられるように第１ルーバ５４０を駆動したり、
画面６ａの平均帯電電圧が所定値よりも大きくなると、画面６ａの全面に向けてイオンが
吹き付けられるように、第１ルーバ５４０を駆動する。
【０２７５】
　これにより、効率的に不純物イオン４３２が吸着バリア層４２４から液晶層４３０に戻
ることを抑制することができる。
【０２７６】
　さらに、画面６ａに付着する静電気を除去することで、液晶層４３０内の液晶分子４３
１が画面６ａに付着した静電気からうける影響を抑制することができ、液晶分子４３１の
姿勢を画素電極４１２および共通電極４１３で正確に制御することができる。これにより
、鮮明な画像を画面６ａに表示することができる。
【０２７７】
　横電界方式では、ガラス基板４２１に固定電位が印加される共通電極４１３が設けられ
ていないため、画面６ａに付着した静電気からの影響を強く受ける。その一方で、本実施
の形態４に係る液晶表示装置２によれば、画面６ａに付着した静電気を除去することから
、横電界方式が採用された表示パネル７においても、鮮明な画像を表示することができる
。
【０２７８】
　なお、本実施の形態に係る液晶表示装置２においても、イオン放出モジュール１０は、
第１ルーバ５４０を備えており、画面６ａ全体にイオンを吹き付ける状態と、特定の分割
エリア５０に集中的にイオンを吹き付ける状態とを切替可能とされている。
【０２７９】
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　このため、本実施の形態４に係る液晶表示装置２においても、制御部９は、人感センサ
１１からの出力に基づいて、液晶表示装置２の周囲に人を検知したときには、画面６ａの
全面にイオンを吹き付けることができる。
【０２８０】
　さらに、本実施の形態４に係る液晶表示装置２も、上記実施の形態１に係る液晶表示装
置２と同様に、圧力センサ１１８などのタッチセンサを備えており、使用者は、画面６ａ
をタッチ操作することで、情報の入力および出力が可能となっている。本実施の形態４に
係る液晶表示装置２においても、画面６ａにイオンを吹き付けるため、圧力センサ１１８
の容量が変動することを抑制することができる。
【０２８１】
　（実施の形態５）
　上記図３６および図４０から図４６を用いて、本実施の形態５に係る液晶表示装置２に
ついて説明する。なお、図４０から図４６に示す構成のうち、上記図１から図３９に示す
構成と同一または相当する構成については、同一の符号を付してその説明を省略する場合
がある。
【０２８２】
　図３６に示すように、本実施の形態５に係る液晶表示装置２も、画面６ａの全面にイオ
ンを吹き付けることができると共に、特定の分割エリア５０に向けてイオンを集中的に吹
き付けることができる。
【０２８３】
　図４０は、本実施の形態に係る液晶表示装置２に設けられた表示パネル７の断面図であ
る。この図４０に示すように、表示パネル７は、アクティブマトリックス基板７３１と、
アクティブマトリックス基板７３１と間隔をあけて配置された対向基板７３２と、アクテ
ィブマトリックス基板７３１および対向基板７３２の間に封入された液晶層７３３とを含
む。
【０２８４】
　対向基板７３２は、ガラス基板などの基板７０１と、基板７０１の主表面のうち、液晶
層７３３側の主表面に形成された対向電極７０４と、対向電極７０４より液晶層７３３側
に形成された配向膜７１０および配向膜７０６とを含む。
【０２８５】
　アクティブマトリックス基板７３１は、基板７０２と、基板７０２の主表面上に形成さ
れたゲート配線７０８と、ゲート配線７０８を覆うように形成された絶縁膜７０９と、絶
縁膜７０９の上面上に形成された画素電極７０５と、絶縁膜７０９の上面に形成された配
向膜７０７と、画素電極７０５を覆うように形成された配向膜７１１とを含む。配向膜７
１１は、隣り合う２つの画素電極７０５と、当該２つの画素電極７０５の間に位置するゲ
ート配線７０８との上方に配置されている。配向膜７０７は、配向膜７１１の両側に配置
されており、ゲート配線７０８の上方に配置されている。
【０２８６】
　図４１は、アクティブマトリックス基板７３１を模式的に示す平面図である。この図４
１に示すように、基板７０２の主表面上には、複数のＴＦＴトランジスタ７２２がアレイ
状に配列している。ＴＦＴトランジスタ７２２は、ソース電極と、ドレイン電極と、ゲー
ト電極とを含む。ＴＦＴトランジスタ７２２のゲート電極には、ゲート配線７０８が接続
されており、ソース電極には、ソース配線７２１が接続されている。ＴＦＴトランジスタ
７２２のドレイン電極には、画素電極７０５が接続されている。隣り合う２つのソース配
線７２１と、隣り合うゲート配線７０８とによって囲まれた部分が１つの画素である。
【０２８７】
　制御部は、画像データに基づいて、所定のゲート配線７０８およびソース配線７２１に
所定電圧を印加して、選択したＴＦＴトランジスタ７２２をＯＮ状態とする。
【０２８８】
　これにより、画素電極７０５に所定の電圧が加えられ、当該画素電極７０５と、図４０
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に示す対向電極７０４との間に電界が発生する。これにより、液晶層７３３内の液晶分子
の向きを制御することができる。
【０２８９】
　ここで、配向膜７０７が上方に位置するゲート配線７０８と、配向膜７０７が上方に形
成されていないゲート配線７０８とが交互に形成されている。配向膜７０７は、ゲート配
線７０８と同様に、一方向に延びている。そして、図４０に示す配向膜７１１は、配向膜
７０７の間に形成されている。
【０２９０】
　また、図４０において、配向膜７１０は、配向膜７１１と対向するように形成され、配
向膜７０６は、配向膜７０７と対向するように形成されている。
【０２９１】
　配向膜７０６および配向膜７１０のラビング方向と、配向膜７０７および配向膜７１１
のラビング方向とは互いに直交する方向となっている。
【０２９２】
　ここで、画素電極７０５および対向電極７０４の間に長時間に亘ってオフセット電圧を
印加したときに、配向膜７０６および配向膜７０７は、オフセット電圧と反対の極性の残
留ＤＣ電圧を発生する材料から形成されている。
【０２９３】
　配向膜７１０および配向膜７１１は、画素電極７０５および配向膜７０６の間に長時間
に亘ってオフセット電圧を印加すると、オフセット電圧を同じ極性の残留ＤＣ電圧を発生
する材料から形成されている。
【０２９４】
　ここで、図４２は、従来の表示パネルの対向電極７０４、液晶層７３３および画素電極
７０５を模式的に示す模式図である。選択されたＴＦＴトランジスタの画素電極７０５に
は、図４３に示すように、所定周波数の交流電圧が印加され、対向電極７０４には、図４
４に示すように一定電圧が印加される。しかし、図４３に示すように、画素電極７０５に
、０Ｖに対して対称的な交流電流を印加することは困難であり、画素電極７０５に印加さ
れる電流は、正側または負側にシフトしている。
【０２９５】
　その一方で、液晶層７３３内には、製造過程において、不可避的に不純物イオンが含ま
れている。このため、当該画素電極７０５の周囲に不純物イオンが集まる。
【０２９６】
　液晶層には、外から電極を通して印加される電圧と、上記液晶パネル内に蓄積された電
荷による電圧とが加わることになる。このように、外から印加される電圧に液晶パネル内
に蓄積された電荷による電圧が加わった場合、正極性と負極性とで液晶層にかかる電圧が
異なるので、液晶パネルからはフリッカーが発生し、所定の透過率が得られなくなる。こ
の液晶パネル内に蓄積された電荷による電圧を残留ＤＣ電圧と呼ぶ。このように、従来の
表示パネルにおいては、数千時間以上に亘る非常に長時間、同一表示をした場合には、焼
付きやフリッカが発生する。
【０２９７】
　その一方で、図４０において、本実施の形態５に係る表示パネルは、長時間に亘ってオ
フセット電圧を印加すると、オフセット電圧を同じ極性の残留ＤＣ電圧を発生する配向膜
７１０および配向膜７１１と、オフセット電圧と反対の極性の残留ＤＣ電圧を発生する配
向膜７０６および配向膜７０６とを含む。
【０２９８】
　このため、図４０に示すように、正の不純物イオン７１２は、配向膜７０７，７１０に
捕捉され、負の不純物イオン７１３は、配向膜７０６，７１１に捕捉される。
【０２９９】
　これにより、正の不純物イオン７１２が配向膜７０７を超えて、他の画素に移動するこ
とを抑制することができると共に、負の不純物イオン７１３が配向膜７０６を超えて他の
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画素に移動することを抑制することができる。
【０３００】
　このように、液晶層７３３内の不純物イオン７１２，７１３が、特定の画素に集中する
ことを抑制することができ、焼き付きやフリッカの発生を抑制することができる。
【０３０１】
　さらに、本実施の形態５に係る液晶表示装置２においては、図３６に示すように、画面
６ａに蓄積された静電気を除去することができる。このため、図４０において、静電気に
よって画面６ａの帯電電圧が負や正となることを抑制することができ、配向膜７１０に捕
捉された不純物イオン７１２や配向膜７０６に捕捉された不純物イオン７１３が画面６ａ
に付着した静電気と反発しあうことを抑制することができる。
【０３０２】
　この結果、配向膜７１０および配向膜７０６に捕捉された不純物イオンが液晶層７３３
に戻ることを抑制することができ、焼き付きやフリッカの発生をより確実に抑制すること
ができる。
【０３０３】
　（実施の形態６）
　図４５および図４６を用いて、本実施の形態６に係る液晶表示装置２について説明する
。なお、図４５および図４６に示す構成のうち、上記図１から図４４に示す構成と同一ま
たは相当する構成については、同一の符号を付してその説明を省略する場合がある。
【０３０４】
　図４５は、本実施の形態６に係る液晶表示装置２の断面図である。この図４５に示すよ
うに、本実施の形態６に係る液晶表示装置２は、画面６ａを含む表示パネル７と、画面６
ａに向けてイオンを吹きつけ可能なイオン放出モジュール１０とを備える。
【０３０５】
　イオン放出モジュール１０は、ファン５００からの空気を画面６ａと、バックライトモ
ジュール８内と、表示パネル７およびバックライトモジュール８の間の隙間とに、選択的
に案内可能とされている。
【０３０６】
　図４６は、ファン５００およびその周囲の構成を示す断面図である。この図４６に示す
ように、表示パネル７と積層シート群３０２との間には、隙間６８０が形成されている。
押え部材３１および裏ベゼル３００には、開口部３１ａ，３００ａが形成されており、送
風管６１０内を流れる空気は、開口部３１ａ、３００ａを通って、隙間６８０に案内され
る。
【０３０７】
　イオン放出モジュール１０は、ファン５００からの空気をバックライトモジュール８内
と、隙間６８０とに案内する送風管６１０と、送風管６１０の吸込み口に配置されたイオ
ン発生装置６７１と、開口部３００ａに設けられた開閉弁６７０とを含む。
【０３０８】
　イオン発生装置６７１は、正イオンおよび負イオンを選択的に発生させることができる
。イオン発生装置６７１によって生成されたイオンは、切替弁６２２が開状態となること
で、送風管６１０内を流れる。
【０３０９】
　そして、開閉弁６７０が開状態となることで、イオン発生装置６７１で生成されたイオ
ンは、ファン５００からの空気と共に、隙間６８０内に案内される。このように、隙間６
８０内にイオンを吹き込むことで、表示パネル７と積層シート群３０２とに付着した静電
気を除電することができる。
【０３１０】
　これにより、表示パネル７のアクティブマトリックス基板の主表面に蓄積された静電気
を除去することができ、表示パネル７内に封入された液晶層に加えられる静電気の影響を
低減することができる。表示パネル７にタッチセンサが内蔵され、表示パネル７がタッチ
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操作機能を有するときには、使用者は、画面６ａをタッチすることになる。
【０３１１】
　この際、表示パネル７と積層シート群３０２との間に静電気が帯電していると、表示パ
ネル７と、積層シート群３０２との間で放電が生じるおそれがあるが、本実施の形態６に
係る液晶表示装置２においては、表示パネル７と積層シート群３０２とに付着している静
電気を除去することができるため、上記のような放電の発生を抑制することができる。
【０３１２】
　タッチセンサを備えた表示パネル７においては、アクティブマトリックス基板にタッチ
センサの下部電極が配置されており、対向基板側に上部電極が配置されており、上部電極
および下部電極の間の容量をセンシングすることで、画面６ａがタッチされたことを検出
している。
【０３１３】
　そして、上記のように、アクティブマトリックス基板の表面に付着した静電気を除電す
ることで、静電気がアクティブマトリックス基板に形成された下部電極の電位に与える影
響を低減することができる。なお、隙間６８０に面する積層シート群３０２の上面および
表示パネル７の背面には、防水性のシートが設けられている。
【０３１４】
　（実施の形態７）
　図４７から図５０は、本実施の形態７に係る表示ユニットを示す模式図である。なお、
図４７から図５０に示す構成のうち、上記図１から図４６に示す構成と同一または相当す
る構成については、同一の符号を付してその説明を省略する。
【０３１５】
　図４７は、本実施の形態７に係るインフォメーションディスプレイ１を示す斜視図であ
る。
【０３１６】
　液晶表示装置２が、制御部９を含み、制御部９が、画像データに基づいて、液晶表示装
置２の画面に画像を表示する。画像データが、外部から制御部９に送信されたり、制御部
９の記憶部に格納されている。
【０３１７】
　画像データには、各種画像のデータと、各画像データの位置情報とが格納されている。
画像データには、使用者が操作する操作部の画像データである操作部表示データと、表示
する操作部の位置情報とを含む。
【０３１８】
　当該操作部表示データおよび位置情報とに基づいて、液晶表示装置２を駆動し、液晶表
示装置２は、所定の位置に操作部を表示する。
【０３１９】
　図４８は、液晶表示装置２の一部を示す平面図である。この図４８に示すように、本実
施の形態７に係るインフォメーションディスプレイ１においても、制御部９は、画面６ａ
に複数の分割エリア５０を設定する。そして、この図４８において、分割エリア５０Ｂは
、上記操作部が表示される分割エリア５０を示す。
【０３２０】
　図４９は、制御部９の制御フローを示すフロー図である。この図４９に示すように、制
御部９は、液晶表示装置は駆動しているか判断する（ＳＴＥＰ１）。液晶表示装置が駆動
している場合には、制御部９は、画像データに基づいて表示された操作部が位置する分割
領域を算出する（ＳＴＥＰ２）。
【０３２１】
　制御部９は、操作部が位置する分割エリア５０を殺菌するように殺菌駆動する（ＳＴＥ
Ｐ３）。具体的には、上記実施の形態１で説明したように、「殺菌性能」を高めた状態と
なるように、イオン発生装置５２０を駆動する。制御部９は、所定時間、「殺菌性能」を
高めた状態を所定時間継続する（ＳＴＥＰ４）。このように構成されたインフォメーショ
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ンディスプレイ１によれば、予め操作部が表示される領域が分かるため、分割ルーバ５５
０の駆動制御が非常に簡単なものとなる。
【０３２２】
　さらに、操作部が表示される領域を、たとえば、図４８に示す分割エリア５０Ｂに固定
した場合には、各分割ルーバ５５０を駆動させる必要がなく、イオン放出モジュール１０
の構成を非常に簡易な構成とすることができる。図５０は、制御フローの変形例を示すフ
ロー図である。この図５０に示す例においては、制御部９は、制御部９は、液晶表示装置
は駆動しているか判断する（ＳＴＥＰ１）。液晶表示装置が駆動している場合には、人感
センサ１１からの出力に基づいて、画面６ａの周囲に人の有無を判断する（ＳＴＥＰ２）
。
【０３２３】
　制御部９は、画面６ａの周囲に人がいると判断すると制御部９は除電駆動を開始する（
ＳＴＥＰ３）。具体的には、画面６ａの全面に向けてイオンが吹きつかられるようにイオ
ン放出モジュール１０を駆動する。この際、イオン放出モジュール１０は、「除電性能」
が高められた駆動をする。これにより、画面６ａに付着した静電気を除去することができ
、液晶表示装置２および圧力センサなどを正常に駆動させることができる。さらに、人が
画面６ａの周囲を移動することで舞い上がる埃などが画面６ａに付着することを抑制する
ことができる。そして、制御部９は、除電駆動の駆動時間を一定時間継続する（ＳＴＥＰ
４）。
【０３２４】
　そして、画面６ａの周囲に人を検知できなかった場合には、制御部９は、画像データに
基づいて表示された操作部が位置する分割領域を算出する（ＳＴＥＰ５）。制御部９は、
操作部が位置する分割エリア５０を殺菌するように殺菌駆動する（ＳＴＥＰ６）。具体的
には、上記実施の形態１で説明したように、「殺菌性能」を高めた状態となるように、イ
オン発生装置５２０を駆動する。制御部９は、所定時間、「殺菌性能」を高めた状態を所
定時間継続する（ＳＴＥＰ７）。
【０３２５】
　図５１は、制御部９の制御フローの第２変形例を示すフロー図である。なお、本実施の
形態７に係る液晶表示装置２は、上記実施の形態１と同様に圧力センサ１１８を備える。
そして、制御部９は、圧力センサ１１８からの出力に基づいて、たとえば、表示した操作
部が使用者によってタッチされたか否かを検知することができる。なお、タッチセンサの
一例として圧力センサ１１８を採用しているが、タッチセンサとしてはどのような形式の
タッチセンサを採用してもよい。
【０３２６】
　図５１に示すように、制御部９は、液晶表示装置は駆動しているか判断する（ＳＴＥＰ
１）。液晶表示装置が駆動している場合には、制御部９は、画像データに基づいて表示さ
れた操作部が位置する分割領域を算出する（ＳＴＥＰ２）。そして、制御部９は、圧力セ
ンサ１１８からの出力に基づいて、操作部がタッチされたか否かを検知する（ＳＴＥＰ３
）。操作部が使用者によってタッチされたときには、殺菌駆動を開始する（ＳＴＥＰ４）
。そして、制御部９は、殺菌駆動の駆動時間が一定時間を越えるまで継続する（ＳＴＥＰ
５）。
【０３２７】
　この例によれば、操作部が表示されたとしても、使用者が操作部をタッチしないときに
はイオン放出モジュール１０を駆動させないため、ランニングコストの低減を図ることが
できる。尚、液晶表示装置の制御部による制御の替わりに、表示装置に接続された外部処
理装置を介した制御を行ってもよい。外部処理装置には、例えば、ＣＰＵなどの演算装置
を備えたＰＣを用いることができる。このような外部処理装置を用いた形態は、例えば、
映像広告などを表示するデジタルサイネージシステム（Digital Signage System）などに
好ましく用いることができる。
【０３２８】



(35) JP 2012-108224 A 2012.6.7

10

20

30

40

　以上のように本発明の実施の形態について説明を行なったが、今回開示された実施の形
態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられるべきである。本発明の
範囲は特許請求の範囲によって示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのす
べての変更が含まれることが意図される。さらに、上記数値などは、例示であり、上記数
値および範囲にかぎられない。
【産業上の利用可能性】
【０３２９】
　本発明は、表示装置に適用することができる。
【符号の説明】
【０３３０】
　１　インフォメーションディスプレイ、２　液晶表示装置、３　土台部、４　前面カバ
ー、４ａ　窓部、５　背面カバー、６　液晶表示モジュール、６ａ　画面、７　表示パネ
ル、８　バックライトモジュール、９　制御部、１０　イオン放出モジュール、１１　人
感センサ、２０，２１　偏光板、２４，３２４，４２４　吸着バリア層、３０　表ベゼル
、３１　押え部材、３１ａ，２５６，６３０，６３１，６３２，６３３　開口部、３２　
固定部材、５０，５０Ａ　分割エリア、１０１　ソースドライバ、１０２　ゲートドライ
バ、１０３　センサドライバ、１１０　画素、１１１，７２１　ソース配線、１１２，７
０８　ゲート配線、１１３　センサ用ゲート配線、１１４，４１２，７０５　画素電極、
１１５，１１６　素子、１１７　出力用素子、１１８　圧力センサ、１１９　圧力検知素
子、１２０，４１０，７３１　アクティブマトリックス基板、１２１，１３８，１８３　
ソース電極、１２２，１３４，１８１　ゲート電極、１２３，１３２，１８０　半導体層
、１２４　接続配線、１２５，１３７，１８２　ドレイン電極、１３０，４３０，７３３
　液晶層、１３１　下地層、１３３　ゲート絶縁層、１３５　層間絶縁層、１３６　上層
絶縁層、１４０，１５６，４２１　ガラス基板、１５０，４２０，７３２　対向基板、１
５１　カラーフィルタ基板、１５２，７０４　対向電極、１５３　着色層、１５５，４２
２　ブラックマトリックス、１６１　スペーサ、１７０　突起部、１７１　上部電極、１
７２　下部電極、１８４　コンタクト、２０１　アルミナ誘電体、２０２，２０３，２５
２，２５３　電極、２０４　高圧交流電圧パルス発生部、２０５，５７０　送風方向、２
０７，２０８　空気領域、２５０　放出ユニット、２５１　放出筒、２５５　空気圧縮装
置、２６０　仕切板、２６１　コイル、２６２　磁性体、２６３　スプリング、２６５，
２６６　貫通孔、２７０　イオン充填室、２７１　駆動室、２７２　振動方向、２７５　
空気塊、２８０　旋回方向、３００　裏ベゼル、３０２　積層シート群、３０３　拡散シ
ート、３０４　プリズムシート、３１０　モジュール、３１１，７０１，７０２　基板、
３１２　温度センサ、３２５，４１５，４２５　垂直配向膜、３３２，４３２，７１２，
７１３　不純物イオン、４１１　透明基板、４１３　共通電極、４２３　カラーフィルタ
、４３１　液晶分子、４４０　帯電センサ、５００　ファン、５０１　吸気口、５０２　
吸気管、５０３　整流板、５０４　フィルタ、５０５　込口、５１０，６１０　送風管、
５１１　送風口、５１２　末広部、５２０，６７１　イオン発生装置、５３０　調整機構
、５４０　第１ルーバ、５４１　フィン、５４２　軸部、５５０，５５１，５５２　分割
ルーバ、５５５　第２ルーバ、５６０　ルーバ調整機構、５６１，５６２，５６３　スラ
イドバ、５６４　スライド機構、５６６　回転機構、６２０　切替装置、６２１，６２２
　切替弁、６４０，６４１，６４２，６４３，６７０　開閉弁、６４５　排気口、６５０
　背面壁部、６５１　周壁部、６５２　仕切部材、６６０，６６０Ａ　区画部、６８０　
隙間、７０６，７１１　配向膜、７２２　トランジスタ。
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/1333.500

F-TERM分类号 2H090/HB08Y 2H090/JA06 2H090/JB02 2H090/JC07 2H090/JC09 2H090/LA04 2H189/AA92 2H189
/HA10 2H189/LA10 2H189/LA17 2H189/LA28 2H189/LA30 2H190/JA06 2H190/JB02 2H190/JC07 
2H190/JC09 2H190/LA04 2H191/FA85Z 2H191/FD16 2H191/GA19 2H191/LA07 5G435/AA09 5G435
/AA16 5G435/BB12 5G435/EE02 5G435/EE26 5G435/EE49 5G435/GG26 5G435/GG31 2H290/AA15 
2H290/AA74 2H290/BA24 2H290/BA26 2H290/BB45 2H290/BD11 2H290/BF13 2H290/CA33 2H290
/CA46 2H391/AA03 2H391/AB04 2H391/AC13 2H391/AC23 2H391/CA03 2H391/CA24 2H391/CB28 
2H391/EB08

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够去除屏幕上充电的静电的显示设备。解决
方案：显示装置包括：第一基板411，包括第一主表面;第二基板421，包
括面向第一主表面的第二主表面和位于第二主表面的相对侧上并且在第
一基板411之间布置有空间的第三主表面;液晶层430位于第一基板411和
第二基板421之间并包括液晶分子;形成在第一基板411上的第一电极412;
第二电极413，其能够与第一电极412协同控制液晶分子的取向;离子放电
模块，用于向第三主表面选择性地喷射正离子和负离子;以及能够检测第
三主表面的电极性的检测部分。当第三主表面充电到负电极时，离子放
电模块将正离子喷射到第三主表面，当第三主表面充电到正电极时，离
子放电模块将负离子朝第三主表面放电。
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